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本庄市自治会連合会
（会長山口康裕さん）

さらなる 10年へ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

本庄市合併 10 周年記念式典

※式典内で上映した「本庄市合併 10 周年記念　市民ニュースで見る本庄市 10 年のあゆみ」（25 分）のＤＶＤを、１部２００円
で頒布します（数に限りがあります）。ご希望の人は直接秘書広報課（市役所３階）　へ。　　　　　★秘書広報課☎�１１５５

　旧本庄市と旧児玉町が平成18年に合併し、新本
庄市が誕生してから１月10日で10周年を迎えます。
　多くのみなさんのご協力により、それぞれの
地域の魅力が輝く新本庄市となりました。その感
謝の気持ち、またさらなる10年への決意をこめて、
11月21日に市民文化会館で「本庄市合併10周年記
念式典」を開催しました。

　開式後、国歌斉唱、吉田市長の式辞、柿沼議長
のあいさつ、感謝状等の贈呈、そして、埼玉県知
事をはじめとする来賓のみなさまからの祝辞、祝
電やメッセージの披露、代表謝辞と続きました。
　そして、記録映像でこれまでの10年の歩みを振
り返り、新たな未来への飛躍を願い、参加者全員
による万歳三唱で幕を閉じました。

松川未樹さん

合併10周年記念特別功労者の発表
　合併10周年記念特別功労者は、「市民一人１スポー
ツ」の推進に貢献いただいた日本サッカー協会最高顧問
川淵三郎さん、ならびに早稲田大学との包括協定の推進
により本市のまちづくりに多大なる貢献をいただいた早
稲田大学前総長白井克彦さんです。お二人には事前に感
謝状を贈呈し、式典ではメッセージが紹介されました。
合併10周年記念感謝状を贈呈
　合併10周年を記念し、市政の振興に多大な貢献をいた
だいた、２５４人（団体含む）のみなさんに感謝状を贈
呈しました。式典では受賞者を代表して本庄市自治会連
合会様にお受けいただきました。
平成27年度市政功労者表彰状を贈呈
　市政の発展に貢献された42人（団体含む）のみなさん
を表彰しました。式典では受賞者を代表して三澤力男さ
んと今井勝子さんにお受けいただきました。
(４ページ参照）
式典に華を添えたサプライズ　
　10周年を記念して作成したＤＶＤ「本庄市10年のあゆ
み」を上映し、この10年間を振り返りました。
　また、式典に駆けつけてくれた本市出身の演歌歌手・
松川未樹さんからは、ふるさとの魅力や10周年に向けた
お祝いのことばをいただきました。
　そして本庄鳶職組合若鳶会のみなさんにより、本市の
新たな門出を祝う「木遣

や

り、纏
まとい

ふり」が披露され、会場
には大きな拍手があふれました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
28

年
の
新
春
を
ご
健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政
に
対
し
ま
し
て

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
①

合
併
10
周
年
記
念
事
業
で
あ
る
「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う

た
」、「
花
火
大
会
」、「
記
念
式
典
」
の
開
催
、
②
「
は
に

ぽ
ん
プ
ラ
ザ
」、「
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
」、
新
「
塙
保
己
一
記

念
館
」
の
オ
ー
プ
ン
、
③
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
R

２
０
１
５
」
で
「
は
に
ぽ
ん
」
が
全
国
７
位
に
大
躍
進
、

④
市
内
全
て
の
公
立
中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
の
耐
震
化

工
事
が
完
了
、
⑤
本
庄
早
稲
田
駅
前
及
び
本
庄
総
合
公
園

の
追
尾
式
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
完
成
な
ど
、
明
る
い
話

題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
国
内
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

で
日
本
代
表
の
快
進
撃
と
い
っ
た
明
る
い
話
題
と
、
地
方

創
生
の
推
進
や
安
保
法
制
改
定
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施

行
な
ど
国
の
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
９

月
に
発
生
し
た
東
日
本
各
地
の
豪
雨
災
害
、
県
北
地
域
を

震
撼か

ん

さ
せ
た
悲
惨
な
事
件
や
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
の
発
生

な
ど
、
国
民
生
活
や
世
界
の
平
和
を
脅
か
す
よ
う
な
事
件

も
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
本
年
、
本
市
は
１
月
10
日
に
合
併
10
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
踏
み
出
し
ま
す
。

　
少
子
化
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行
、
多
発
す
る
自

然
災
害
、
事
件
事
故
な
ど
、
私
た
ち
の
社
会
は
常
に
困
難

な
課
題
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
機
関
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
低
出
生
率
が
続

く
と
日
本
の
人
口
は
２
０
６
０
年
に
は
８
０
０
０
万
人
台

に
、
本
庄
市
も
５
万
人
を
割
り
込
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

２
０
２
５
年
ま
で
あ
と
10
年
。
社
会
保
障
費
は
さ
ら
に
増

大
し
、
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
ど
の
よ
う
に
社

会
の
活
力
を
維
持
し
て
行
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」、
こ
れ
は
、
危
機
管
理
は
も

と
よ
り
、
全
て
の
事
柄
に
共
通
す
る
格
言
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
そ
こ
で
本
年
、
本
市
は
地
方
創
生
の
旗
印
の
も
と
、
少

子
化
と
人
口
減
少
に
確
実
に
対
応
す
る
た
め
、
本
庄
市

版
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
社
会
の
実
現
、
社

会
を
担
う
人
材
の
確
保
や
、
安
定
し
た
雇
用
と
就
業
機
会

の
創
出
、
さ
ら
に
、
交
流
人
口
増
大
に
向
け
観
光
振
興
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に「
健
康
づ
く
り
推
進
総
合
計
画
」の
実
施
や「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
、「
在
宅
医
療
」
の
推

進
な
ど
を
図
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
を
機
に
、
自
ら
足
元
を
見
つ
め
、
将
来
に
、
ま
た

あ
ら
ゆ
る
事
態
に
備
え
つ
つ
、
今
後
と
も
ま
ち
づ
く
り
に

魂
を
込
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
創
造
し
て
行
く
決
意
で
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本庄鳶職組合若鳶会のみなさん

感謝状受賞者のみなさん

本庄市長



自治功労
　三澤　力男	 （朝日町）
　福島　教子	 （栄）
　三⻆　清一郎	 （銀座）
　山口　康裕	 （中央）
保健功労
　倉林　京児	 （児玉町金屋）
　鈴木　和喜	（東京都千代田区）
　田端　義雄	 （鶴ヶ島市）
　中原　彩子	 （駅南）
　中原　訓子	 （中央）
環境衛生功労
　岩間　好隆	 （栄）
　小澤　ミワ子	 （本庄）
　久米原　常次	 （小島南）
　小暮　芳男	 （見福）
　萩原　　昭	 （南）
　深野　達雄	 （若泉）
　横山　健一	 （銀座）
　赤城乳業株式会社
　	 （深谷市）

　市では、市民の生活・文化の向上や社会福祉の増進など、市政
に対して特に功労があり、他の模範となる人を表彰しています。
　11月21日に市民文化会館で行われた合併10周年記念式典内で、
市政の発展に貢献されたみなさんが表彰されました。

　平成26年度に完成した市発注の建設工事において、特に優秀な成績で
完成し、他の模範と認められる請負事業者とその技術者に対し、表彰を
行いました。表彰者は次のとおりです。（敬称略）

受賞者（敬称略）
大　賞：笹川　吉彦
　　　　(公益社団法人東京都盲人福祉協会会長）
奨励賞：ロイ　ビッショジト
　　　　(滋賀県立盲学校教諭）※海外出身者で初受賞
貢献賞：社会福祉法人日本点字図書館

　12月19日、セルディで第９回塙保己一賞表
彰式が開催され、塙保己一の精神を受け継ぎ、
障害がありながらも不屈の努力を続け社会的
に顕著な活躍をしている人や障
害者のためにさまざまな貢
献をしている人に「塙保己
一賞」が贈られました。

元児玉町議会議員

市農業委員会会長

地方自治功労

平成27年度 平成27年度

受賞者（敬称略・受賞名簿順）

平成27年度

産業功労

消防功労

交通安全功労

保健衛生功労

木村 正好 氏
（児玉町秋山）

田端 講一 氏
（児玉町高柳）

児玉郡市広域消防本部
消防正監

本庄市交通指導員

中野 和夫 氏
（久々宇）

市学校歯科医 市食生活改善推進員 元市書道連盟理事

▲受賞者を代表して、三澤力男さんと
　今井勝子さんが表彰状を受領

佐藤 敬一 氏
（銀座）

坂井 昭子 氏
（児玉町児玉南）

町田 良子 氏
（見福）

　各賞が次のとおり発表され、本市では次のみな
さんがそれぞれ受賞しました。おめでとうござい
ます。

第45回「県民の日」記念絵画コンクール
知事賞（敬称略）
◎小学生
　『バッタのせなかにのって　とんだよ』
	 髙橋　星良（旭小１年)
　『きょ大な牛』	 内山　伊緒利（秋平小２年)
　『たこもお気に入りのふしぎなのりもの』
　	 金井　繕（本庄東小３年)
　『まほうの木の家でおさんぽ』　
	 髙田　百花（中央小３年)
　『晴天のアスピアこだま』
	 品川　茂樹（金屋小５年)
　『雨上がり～本庄市立図書館～』
	 今井　ことみ（本庄西小６年)
◎中学生
　『間瀬湖』	 石塚　雄大（児玉中１年)
　『若泉公園』	 飯出　雅也（本庄南中２年)

シラコバト賞
　健やかな心身を育てる活動

知　事　表　彰

第45回「県民の日」記念作文コンクール
入選（敬称略）
◎小学生
　『埼玉県の星はなわ先生』
	 倉林　佐和（金屋小５年)

土木工事部門　
　請負事業者　真下建設㈱
　技術者　茂木　淑次
　工事名　若泉運動公園第１テニス
　　コート人工芝化工事

建築工事部門　
　請負事業者　八木建設㈱
　技術者　平野　公次
　工事名　総簡除）（仮称）市民プラ
　　ザ跡地複合施設新築建築工事

電気工事部門
　請負事業者　利根電気工事㈱埼玉支
　　店
　技術者　倉林　章中
　工事名　総簡除）（仮称）市民プラ
　　ザ跡地複合施設新築電気設備工事

管工事部門
　請負事業者　マルキ工業㈱
　技術者　坂本　純一
　工事名　総簡除）（仮称）市民プ
　　ラザ跡地複合施設新築機械設備
　　工事
　
　請負事業者　加納設備㈱
　技術者　宇多村　洋介
　工事名　本庄市立本庄南中学校空
　　調設備設置工事

ほ装工事部門　
　請負事業者　真下建設㈱
　技術者　丸橋　忠靖
　工事名　市道１級21号線舗装工事

その他工事部門
　請負事業者　㈲植睦
　技術者　小澤　敦
　工事名　しものどう公園整備
　　工事
　
　請負事業者　長沼設備工業㈱
　技術者　中嶋　祥光
　工事名　上水道配水管布設26
　　―１号工事
　
　請負事業者　㈱泉造園
　技術者　関口　博子
　工事名　若泉運動公園芝生広
　　場整備工事

消防防災功労
　黑沢　　悟	 （小島）
　小島　甲子雄	 （児玉町児玉）
　境野　昇寿	 （新井）
　設楽　明弘	 （児玉町太駄）
　茅原　幸夫	 （児玉町児玉）
　堀口　義明	 （杉山）
　矢野間　高秋	 （若泉）
社会福祉功労
　丸山　久夫	 （児玉町高関）
　今井　勝子	 （児玉町児玉）
　岩﨑　　卓	 （けや木）
　木村　モト子	 （駅南）
　澁谷　絹子	 （西富田）
　中野　勝三郎	 （久々宇）
　橋本　和也	 （朝日町）
　樋口　芳江	 （児玉町田端）
　樋口　賴正	 （日の出）
　山田　時枝	 （寿）
　株式会社シェリエ
	 （児玉町秋山）

教育文化功労
　金子　淳子	 （前原）
産業功労
　海澤　猪一	 （仁手）
　増田　弘行	 （久々宇）
　丸岡　憲一	 （牧西）
青少年健全育成功労
　井上　健治	 （北堀）
　山﨑　晴巳	 （小島南）
体育功労
　森　和子	 （日の出）
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「県民の日」記念式典 市政功労者表彰

優秀工事表彰

第９回 塙保己一賞



事業名 対象者の要件 事業内容 本人
負担

緊急通報システム事業 おおむね65歳以上の一人暮らしで、身体上慢性的な疾
患等により、日常生活を営む上で常時注意を要する人

急病など緊急を要するときに、受信セ
ンターへ通報できる装置を貸与します。 あり

徘徊高齢者探知事業 徘徊行動のあるおおむね65歳以上の在宅の認知症高齢
者の家族等

認知症により徘徊行動のある高齢者の
家族等に、携帯用端末を貸与します。 あり

要介護者
紙おむつ支給事業

介護保険で要介護４又は５に認定されている40歳以上
で、失禁の状態にある在宅生活の人

市の委託業者が月に一度自宅へ指定の
紙おむつ等を配送します。 なし

要介護高齢者
介護手当支給事業

介護保険で要介護４又は５に認定されている60歳以上
の高齢者を同居して常時介護している人

月額８，０００円を支給します。
(入院・ショートステイ等を16日以上利
用した月は支給対象外）

なし

家族介護慰労金
支給事業

①～③全てに該当する高齢者を同居して常時介護して
いる市民税非課税世帯の家族
①要介護４又は５に認定されてから１年以上経過
②過去１年間に介護保険サービスを利用していない
③過去１年間に、１か月以上継続して入院していない

１世帯につき10万円(年額)を支給します。なし

マイナンバーについて詳しくはこちら

各種手続きで使用するカードは２種類
マイナンバーの記入や提示が必要になる主な市の手続き

＊詳しくは、介護いきがい課☎�１１２７へお問い合わせください。

日　時　２月１日㈪・３日㈬・８日㈪・10日㈬・
　　　　15日㈪・17日㈬（全６回）
　　　　午前９時30分～午後５時
会　場　はにぽんプラザ
対　象　全日受講できる20歳以上の市内在住・在勤者
定　員　20人（多数の場合抽選）
申　込　１月25日㈪（必着）までに、はがきに氏名・
　　　　年齢・住所・電話番号・申込理由を記入のうえ、
　　　　下記へ郵送
郵送先　〒367–0052
　　　　本庄市銀座１–１–１ 本庄市社会福祉協議会

日　時　２月10日㈬
　　　　午後１時30分～４時40分
会　場　セルディ
講　師　金井　敏　氏（高崎健康福祉大学教授）
　　　　市内で活躍する団体代表者（調整中）
対　象　どなたでも参加できます
内　容　講演、地域づくりワークショップ
定　員　３００人（先着順）
費　用　無料
申　込　電話、ファックス又は直接本庄市社会福祉協議
　　　　会（はにぽんプラザ内）へ

　｢本庄市地域福祉計画・活動計画」が策定
され、２年が経過しようとしています。みん
なで支え合う思いやりのあるまちづくりのた
め、市民、関係機関・団体、行政など、みん

なで本市の地域福祉につい
て考えるシンポジウムを開
催します（手話通訳・要約
筆記付き）。

　住み慣れた地域で、安心して暮らせる社会
を目指し、市民が成年後見に関する知識等を
身に付けられるよう、養成講座を開催します。

成年後見制度ってどんな制度？
　認知症、知的障害、精神障害などの理由で
判断能力の不十分な人が不利益を被らないよ
うに家庭裁判所が援助者（判断能力の程度等
で成年後見人、保佐人、補助人に分かれる）
を選び、本人を保護する制度です。

★本庄市社会福祉協議会☎�２７５５
蕭�５５１６

★本庄市社会福祉協議会☎�２７５５

担当課 手続き事務
課税課
市民福祉課 減免申請などの税務手続き

社会福祉課
生活保護の支援実施など
中国残留邦人等の支援実施など

社会福祉課
市民福祉課 戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の請求手続

障害福祉課
市民福祉課

身体障害者手帳交付申請
精神障害者保健福祉手帳交付申請
障害者自立支援給付等（障害福祉サービス・自立支援
医療・補装具等）の申請
障害児通所給付費の申請
特別障害者手当・児童福祉手当等の申請

子育て支援課
市民福祉課

母子保護申請
児童手当支給の認定 ･ 額改定請求、変更届など
児童扶養手当支給の認定 ･ 額改定請求、変更届など
特別児童扶養手当支給の認定 ･ 額改定請求、所得状況
届など
未熟児養育医療給付申請
自立支援給付金の申請、母 ( 父 ) 子・寡婦福祉資金貸
付の申請など

保育施設利用申請など

保険課
市民福祉課

後期高齢者医療の申請、変更、支給、保険料の賦課・
徴収など

国民健康保険の申請、変更、支給、保険税の賦課など

健康推進課
妊娠の届出書の提出
予防接種による健康被害の医療費等の支給

介護いきがい課
市民福祉課

介護保険認定等の申請
介護保険給付等の申請

営繕住宅課
環境産業課 市営住宅入居申込等の各種申請

１月からマイナンバーの利用が始まります ★企画課☎�１１５７
マイナンバー制度の開始により、１月から市の手続きの一部でマイナンバーの記入や提示が必要になります。
マイナンバーは、行政の効率化、国民の利便性の向上、公平・公正な社会の実現などを目的に、法令・条
例で定められた事務のみで利用されます。

①通知カード
通知カードにはマイナ
ンバーが記載されてい
ますが、本人確認のた
めに通知カードの他に
身分証明書（運転免許
証やパスポートなど）
が必要になります。

②個人番号カード
個人番号カードには、
マイナンバーの記載と
ともに顔写真が掲載さ
れているので、マイナ
ンバーと身分証明書の
提示を１枚のカードで
行えます。

●全国共通フリーダイヤル
☎0120－95－0178（制度全般・通知カード・個人番号カードに関すること）
【平日】午前９時30分～午後10時　【土・日・祝日】午前９時30分～午後５時30分（12月29日～１月３日を除く）
●外国語対応フリーダイヤル（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語）
☎0120－0178－26（制度全般に関すること）　☎0120－0178－27（通知カード・個人番号カードに関すること）
【平日】午前９時30分～午後10時（英語以外の言語は午後８時まで）
【土・日・祝日】午前９時30分～午後５時30分（12月29日～１月３日を除く）
●本庄市マイナンバーコールセンター
☎�１２４６（通知カード・個人番号カードに関すること）【平日のみ】午前８時30分～午後５時15分（12月29日～１月３日を除く）
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福祉
地域の支え合いと居場所づくりについて考えてみませんか？
目指せ、孤立ゼロ！ ｢地域福祉シンポジウム」を開催

福祉
安心して暮らせる地域を目指して
｢市民後見人養成講座」を開催

高齢者等とその家族の暮らしを支える制度をお知らせします

※個人番号カードの交付申請は任意です。カード
の交付を希望する人は、通知カードに同封の申請
書に写真を添付し、返信用封筒で送付、又はパソ
コンやスマートフォン等でオンライン申請をして
ください。

個人番号カード受け取り手順

①平成 2８ 年１月以降、順次交付場所などをお知ら
せする「交付通知書」を申請者宛てに郵送します。
②「交付通知書」に記載された交付場所に必要書
類等をお持ちになり、ご本人がお越しください。
③交付窓口で本人確認のうえ、暗証番号を設定し
ていただき交付となります。
※個人番号カードは、全国の市区町村が委託して
いる地方公共団体情報システム機構（Ｊ－ＬＩＳ）
が一括して作成しており、順次市へ送付されます。
申請が集中した場合、カードの作成に時間を要し
交付が遅れることがありますのでご了承ください。



●税のお知らせ ■ Tax　Information

相談 平成27年分所得税確定申告
　　　　　　　　　税理士による無料税務相談をご利用ください

　下記のとおり、各税理士事務所において申告相談及び申告書の作成を無料で行います。希望する人は、事
前に各税理士事務所に電話連絡のうえご利用ください。
※事前連絡の際に相談日時、必要書類等を確認してください
対象　年収600万円以下の給与所得者で医療費控除や住宅借入金等特別控除などの申告をする人、及び年金
　　　受給者で確定申告が必要な人
●無料税務相談の日程表（相談時間：午前９時30分～午後４時）
日程 税理士名 電話 事務所所在地 日程 税理士名 電話 事務所所在地

２月１日㈪
青木　貴子 �３４９１ 南

２月８日㈪
木村　睦子 �１１２０ けや木

根岸　孝明 �９２６９ 栗崎 黒田　浩次 �６７４５ 見福
真々田　豊 �４５２９ 東台 須永　秀和 �４８６７ 前原

２月２日㈫
石田九洲男 �６８５７ 本庄

２月９日㈫
塚本　雅俊 �４９１０ 上里町七本木

柴﨑　　厚 �０６０６ 栄 三沢　俊之 �２８００ 朝日町
山田　米雄 �６３６１ 上里町七本木 目時　　悟 �８８５９ 上里町金久保

２月３日㈬
浅見　秀子 �０６７９ 西富田

２月10日㈬
田中　圭二 �３７３３ 栗崎

塚本　富雄 �０６８４ 美里町下児玉 田村加代子 �８８５９ 上里町金久保
野沢　一雄 �２６９６ 上里町神保原町 松本　　健 �５６１４ 本庄

２月４日㈭
池田　敦司 �７９０１ 西富田

２月12日㈮
田村　幸一 �７８０８ 下野堂

黒澤　祥一 �１４１４ 上里町七本木 宮田　昌代 �２７６４ 上里町七本木
山下　政信 �１３１７ 児玉町吉田林 吉澤　政志 �９９４５ 上里町勅使河原

２月５日㈮
小暮眞一郎 �２１４１ 上里町勅使河原

２月13日㈯
小川　　輝 �０８８８ 牧西

多賀谷　実 �７８７１ 見福 藤井　桂一 �３６２５ 見福
松本　悦子 �１９６５ 若泉 松本　純一 �０３１５ 上里町三町

２月６日㈯

岩堀　　薫 �１６７８ 朝日町
２月15日㈪

坂本未知夫 �３１７９ けや木
根岸　精一 �２２３５ 五十子 角谷　高之 �５３７０ 駅南
松本　和弘 �０３１５ 上里町三町 高橋　幸一 �１９８０ 児玉町児玉
三澤　力男 �７９８８ 朝日町

☆お問い合せ先：関東信越・税理士会　本庄支部　☎�７０９１

9 平成28年１月１日号 8

◆
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ

　
　
収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
申

告
は
必
要
で
す
か
？

　　
収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

市
民
税
・
県
民
税
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
16
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

　
入
者
と
そ
の
世
帯
主

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険

　
者
と
そ
の
世
帯
主

・
介
護
保
険
被
保
険
者
と
そ
の
世

　
帯
主
及
び
世
帯
員

・
15
歳
以
上
の
市
営
住
宅
及
び
県

　
営
住
宅
入
居
者

・
所
得
・
課
税
証
明
書
が
必
要
な

　
人

　
　
申
告
に
必
要
な
も
の
は
何
で

す
か
？

　
　
次
の
書
類
な
ど
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
所
得
が
わ
か
る
も
の

・
給
与
所
得
、
年
金
所
得
：
源
泉

　
徴
収
票

・
事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
）
、

　
不
動
産
所
得
：
収
支
内
訳
書

※
事
前
に
収
支
計
算
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

・
配
当
所
得
、
一
時
所
得
、
雑
所

　
得
：
支
払
調
書

③
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の

・
社
会
保
険
料
控
除
：
社
会
保
険

　
料
等
の
領
収
書
又
は
証
明
書

・
生
命
保
険
料
控
除
及
び
地
震
保

　
険
料
控
除
：
控
除
証
明
書

・
寄
附
金
控
除
：
領
収
書
又
は
支

　
払
証
明
書

・
医
療
費
控
除
：
医
療
費
の
明
細

　
書
及
び
医
療
機
関
の
領
収
書

※
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
が
あ
る
人
は
そ
の
金
額
が
わ

か
る
書
類

・
障
害
者
控
除
：
身
体
障
害
者
手

　
帳
、
療
育
手
帳
、
障
害
者
控
除

　
認
定
書

④
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、

申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
が
確
認

で
き
る
預
金
通
帳
な
ど

　
２
月
15
日
㈪
～
３
月
15
日
㈫
の
間
、
「
平
成
28
年
度
市
民
税
・
県
民
税

申
告
」
と
「
平
成
27
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
」
（
還
付
申
告
な
ど
の
簡

易
な
申
告
の
み
）
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
　
医
療
費
控
除
を
受
け
た
い
が

必
要
な
書
類
は
何
で
す
か
？
市
で

作
成
し
て
も
ら
え
ま
す
か
？

　
　
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

と
「
医
療
費
の
明
細
書
」
が
必
要

で
す
。
事
前
に
診
療
を
受
け
た
人

ご
と
、
医
療
機
関
ご
と
の
明
細
書

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で
は

書
類
の
作
成
は
行
い
ま
せ
ん
。
な

お
、
健
康
保
険
や
生
命
保
険
の
制

度
等
か
ら
の
補
て
ん
金
分
は
、
医

療
費
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
「
医
療
費
の
明
細
書
」
は
、
税

務
署
、
課
税
課
（
市
役
所
１
階
）
、

市
民
福
祉
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

内
）
の
窓
口
で
配
布
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

　
　
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
す

が
、
申
告
は
必
要
で
す
か
？

　
　
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
ま

た
公
的
年
金
等
の
収
入
が
４
０
０

万
円
以
下
で
そ
の
他
の
所
得
が

20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

控
除
以
外
に
各
種
控
除
を
追
加
す

る
人
は
市
民
税
・
県
民
税
申
告
が

必
要
で
す
。

　
　
住
ん
で
い
る
地
区
の
指
定
日

に
行
け
な
い
場
合
は
ど
う
し
た
ら

良
い
で
す
か
？

　
　
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

指
定
日
以
外
で
も
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

◆
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　
平
成
27
年
中
に
給
与
を
支
払
っ

た
場
合
、
年
末
調
整
を
し
て
い
る

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の

受
給
者
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
１

月
１
日
現
在
（
退
職
者
は
退
職
日

現
在
）
の
住
所
地
の
市
町
村
に
平

成
28
年
２
月
１
日
㈪
ま
で
に
給
与

支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
退
職
者
や
短

期
雇
用
者
等
に
つ
い
て
も
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
税
額
の

納
期
の
特
例
制
度

　
納
期
の
特
例
と
は
、
給
与
の
支

払
を
受
け
る
人
が
常
時
10
人
未
満

で
あ
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
毎

月
の
給
与
の
支
払
い
の
際
に
徴
収

し
た
市
民
税
・
県
民
税
の
特
別
徴

収
税
額
を
年
２
回
に
分
け
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
納

期
の
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
、

事
前
に
納
期
の
特
例
に
関
す
る
承

認
申
請
書
を
提
出
し
、
承
認
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本庄税務署からお知らせ

確定申告書は自宅で作成できます！
　還付申告は、確定申告期間（２/16～３/15）の
前から行えます（土・日・休日を除く）。
　確定申告書の作成は国税庁ホームページ
(www.nta.go.jp）「確定申告書等作成コーナー」
で簡単に作成できます。
　作成した申告書を自宅のプリンタで印刷し郵送
等で提出できますのでご利用ください。また、作
成したデータは「e-Tax(電子申告)」を利用して提
出することもできます。詳しくは、国税庁ホーム
ページ又は税務署にお問い合わせください。

確定申告をすれば税金が戻る人
　給与所得者で確定申告の必要がない人でも、次
のような場合、源泉徴収された税金が納め過ぎに
なっている場合、還付を受けるための申告（還付
申告）により税金が還付されます。
①災害・盗難・横領により住宅や家財などの資産
　に受けた損害等について雑損控除を受ける場合
②病気やけが等で支払った多額の医療費について
　医療費控除を受ける場合
③家屋を住宅借入金等で新築や購入、増改築等を
　して（特定増改築等）、住宅借入金等特別控除
　を受ける場合など

★本庄税務署☎�２１１１（自動音声案内）

●申告日程表（受付時間：午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時）
日程 地　　区 会場

２
月

15㈪ 長浜町、鍛治町、上町、下町
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

16㈫ 仲町、新町、連雀町、本町、本泉全域
17㈬ 第一金屋、第二金屋、第三金屋
18㈭ 長沖、高柳、飯倉、宮内、塩谷、保木野、田端
19㈮ 児玉南、秋山、風洞、東小平、西小平
22㈪ 中央、本庄

市
役
所
６
階
大
会
議
室

23㈫ 南、前原、緑

24㈬ 東台、住居表示外(照若町・本町・台町・諏訪
町)

25㈭ 日の出
26㈮ 朝日町、五十子、早稲田の杜、東富田、今井
29㈪ 四季の里、北堀、西五十子、東五十子、四方田

３
月

１㈫ 銀座、寿、けや木、栗崎
２㈬ 鵜森、傍示堂、小和瀬、宮戸、堀田、滝瀬
３㈭ 牧西、仁手、下仁手、久々宇、田中、上仁手
４㈮ 都島、山王堂、沼和田、万年寺、杉山、新井、三友
６㈰ 市内全域（市民税・県民税申告優先）
７㈪ 千代田、見福
８㈫ 小島南、下野堂
９㈬ 駅南、共栄全域、下真下、上真下、吉田林、高関
10㈭ 柏、栄
11㈮ 若泉、小島
14㈪ 西富田、蛭川、入浅見、下浅見
15㈫ 市内全域（市民税・県民税申告優先）

申告

日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

市
民
税
・
県
民
税
申
告
相
談
と

よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ

課
税
課 

市
民
税
係
☎
�
１
１
２
３

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

Q QQQQ Ａ ＡＡＡＡ



●市からのお知らせ ■City　Information

「四季の里」区域
（本庄警察署管内）

ゾーン30の標示・標識イメージ

「児玉八幡山」区域
（児玉警察署管内）

11 平成28年１月１日号 10

　
埼
玉
県
公
安
委
員
会
で
は
、

生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
等

の
通
行
を
優
先
す
る
交
通
安
全

対
策
の
た
め
、一
定
区
域(

ゾ
ー

ン
）
の
最
高
速
度
を
原
則
と
し

て
時
速
30
㎞
／
ｈ
に
規
制
す
る

「
ゾ
ー
ン
30
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

本
庄
市
で
は
、
「
四
季
の

里
」
区
域
内
と
「
児
玉
町
八
幡

山
」
区
域
内
の
道
路
が
「
ゾ
ー

ン
30
」
に
設
定
さ
れ
ま
す
。

　
ゾ
ー
ン
内
で
は
歩
行
者
等
の

通
行
が
優
先
で
す
。
自
動
車
等

で
通
行
す
る
際
は
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
安
全
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　
交
通
規
制
の
開
始
は
、
標
識

や
標
示
が
設
置
さ
れ
る
一
月
下

旬
の
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
本
庄
警
察
署
交
通
課

　
　
　
　
　
　
☎
�
０
１
１
０

　
児
玉
警
察
署
交
通
課

　
　
　
　
　
　
☎
�
０
１
１
０

　
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
１
８
４

入
札
参
加
申
込　
１
月
12
日
㈫

　
か
ら
２
月
10
日
㈬
ま
で
に
財

　
政
課(

市
役
所
３
階)

へ

※
入
札
参
加
申
し
込
み
を
し
な

い
と
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

入
札
・
開
札
日
時　
２
月
18
日

　
㈭　
午
後
１
時
30
分
〜

※
入
札
前
ま
で
に
、
入
札
保
証

金
の
支
払
い
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※
入
札
締
め
切
り
後
直
ち
に
開

札
し
ま
す
。

入
札
・
開
札
場
所　
５
０
１
会

　
議
室(

市
役
所
５
階)

落
札
者
の
決
定
方
法　
市
の
定

　
め
た
最
低
売
却
価
格
以
上
で
、

　
最
も
高
い
価
格
の
入
札
者
を

　
落
札
者
と
し
ま
す
。

仲
介
手
数
料　
契
約
時
の
仲
介
手

　
数
料
は
、
不
要
で
す
。

※
入
札
参
加
要
領
、
入
札
参
加
申

込
書
な
ど
の
関
係
書
類
は
、
財
政

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
防
犯
、
交
通
安
全
、
防
災
な
ど

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
６
日
㈯　
午
前
10
時
〜

　
正
午

会
場　
セ
ル
デ
ィ

内
容

・
市
行
政
の
取
組
紹
介

・
市
内
の
防
犯
や
交
通
情
勢
の
講

　
話

・
防
災
関
係
講
話

※
内
容
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
市
で
は
、
道
路
・
橋
梁
、
上
下

水
道
等
の
社
会
基
盤
施
設
（
イ
ン

フ
ラ
施
設
）
を
対
象
と
し
て
、
将

来
に
わ
た
り
安
全
に
安
心
し
て
利

用
で
き
る
維
持
管
理
・
運
営
に
係

る
方
針
等
に
つ
い
て
定
め
、
イ
ン

フ
ラ
施
設
全
体
の
横
断
的
な
計
画

と
な
る
、
本
庄
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
（
イ
ン
フ
ラ
編
）
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
計
画
（
案
）
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
案
に
対

す
る
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

期
間　
１
月
12
日
㈫
〜
２
月
10
日
㈬

対
象
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
）

・
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

・
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を

　
有
す
る
個
人
・
法
人
そ
の
他
団

　
体

・
市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
人

・
こ
の
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す

　
る
人

閲
覧
場
所　
企
画
課
（
市
役
所
３

　
階
）
、
総
務
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ

　
だ
ま
内
）
、
市
民
活
動
推
進
課

　

(

は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
内
）
、
図

　
書
館(

仮
図
書
館
・
児
玉
分
館) 

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

閲
覧
時
間　
各
閲
覧
場
所
の
開
庁
・

　
開
館
時
間

意
見
の
提
出
方
法　
所
定
の
用
紙

　

(

各
閲
覧
場
所
で
配
付
又
は
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　
え
、
直
接
又
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ

　
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
左
記
へ

意
見
の
提
出
先

・
郵
送　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１ 

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
企
画
課
施
設
調
整

　
係

・
蕭
�
８
４
９
９

・
電
子
メ
ー
ル

　

kikaku@
city.honjo.lg.jp

意
見
の
取
り
扱
い

・
意
見
に
対
す
る
考
え
方
及
び
修

　
正
案
は
、
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

・
類
似
の
意
見
は
取
り
ま
と
め
て

　
公
表
し
ま
す
。

・
住
所
・
氏
名
等
は
公
表
し
ま
せ

　
ん
。

・
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

　
行
い
ま
せ
ん
。　

　
平
成
27
年
市
議
会
第
４
回
定

例
会
が
、
11
月
25
日
か
ら
12
月

18
日
ま
で
の
24
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
に
は
、
（
仮
称
）
健

康
づ
く
り
推
進
拠
点
施
設
新
築

建
築
工
事
の
実
施
に
伴
う
「
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」
な
ど
、
23
議
案
を
提
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
意
見
書
１
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
さ
れ
て
い
た
平
成
26

年
度
決
算
認
定
関
係
の
９
議
案

を
含
む
計
33
議
案
が
、
原
案
の

と
お
り
可
決
・
同
意
・
認
定
さ

れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

日
時　
２
月
２
日
㈫　
午
後
１
時

　
30
分
〜
４
時

　
開
場　
午
後
０
時
30
分
〜

会
場　
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

(

JR
京
浜
東
北
線
・
武
蔵
野
線

　
南
浦
和
駅
西
口
よ
り
徒
歩
７

　
分
）

内
容

・
自
主
防
災
組
織
表
彰
式

　
午
後
１
時
30
分
〜
45
分

・
講
演
①

　
講
師　
今
泉 

マ
ユ
子 

栄
養
士

　

(
㈱
オ
フ
ィ
ス
RM
）

・
講
演
②

　
講
師　
片
田　
敏
孝　
教
授　

　

(

群
馬
大
学
大
学
院
理
工
学
府)

・
そ
の
他

　
防
災
関
連
企
業
・
団
体
の
展
示

　
ブ
ー
ス
、
地
震
に
関
す
る
資
料

　
の
展
示
・
説
明
、
建
築
職
員
に

　
よ
る
無
料
耐
震
診
断
、
大
学
生

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
東

　
北
復
興
支
援
活
動
の
報
告

定
員　
１
、
５
５
８
人(

先
着
順)

※
入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

交通

交
通
安
全
対
策

ゾ
ー
ン
30
（
速
度
30
㎞
／
ｈ
規
制
）
の
お
知
ら
せ

危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

公売

本
庄
市
の
市
有
地
を
売
却
し
ま
す

財
政
課
☎
�
１
１
６
５

研修

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
を
開
催

危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

計画

本
庄
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画(

イ
ン
フ
ラ
編)(

案)

に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

企
画
課
☎
�
１
１
５
７

議会

平
成
27
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会

防災

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
事
務
局

（
県
危
機
管
理
課
内
）
☎
０
４
８
―

８
３
０
―

８
１
４
１

　
市
で
は
、
五
十
子
１
丁
目
地
内
の
市
有
地
を
売
却
し
ま
す
。

番
号 所在・地番 面積(㎡) 最低売却

価格(円) 用途地域等

① 五十子１丁目７-１ 254.46 14,351,544 市街化区域内　第二種中高層住居専用地域
(建ぺい率60%・容積率150%)地区計画あり

②
五十子１丁目７-10

７-11
計 253.34 14,009,702 市街化区域内　第二種中高層住居専用地域

(建ぺい率60%・容積率150%)地区計画あり

②
①

けや木２

女堀川

本庄総合公園

児玉高校

児玉中学

ご意見お待ち
しています。



必 要 書 類
①有料広告掲載申込書（秘書広報課・企画課で配布
　又は市ホームページからダウンロードしたもの）
②広告の原稿（電子データ）
③業務内容などがわかる書類（パンフレット等）
④市町村民税の納税証明書（申込者が市外の場合）

注 意 事 項
・内容によっては掲載できない場合があります。
・応募多数の場合は抽選等により掲載を決定し
　ます。
※詳しくは「本庄市有料広告事業取扱要綱」等
をご覧ください。秘書広報課、企画課又は市
ホームページで閲覧できます。

角形２号公用封筒

広告の規格等
　①掲載位置　封筒裏面
　②募集枠数　６枠
　③枠の大きさ　おおむね縦60㎜×横100㎜
　④刷　　色　単色（黒）
　⑤印刷枚数　30,000枚
　⑥広 告 料　１枠当たり30,000円
　⑦掲載期間　印刷後、市が使用を終えるまでの
　　　　　　　  期間で、３月頃から約１年間
申　込　下記の必要書類を郵送又は直接企画課       
　　　 （市役所３階）へ提出
郵送先　〒３６７―８５０１
　　　　本庄市本庄３―５―３
　　　　本庄市役所企画課
★企画課☎�１１５７

（主に市役所各課から市民、
関係機関等への文書送付用）

　「人・農地プラン」の話し合いを開催します。各地区の
「人・農地プラン」に登載済みか登載希望の農業者、離農
を予定している農業者、新規就農・新規参入希望者等の
参加をお待ちしております。申込みは必要ありません。

内　容　
　それぞれの地域農業を維持していくために、
誰がその地域の中心となり、どのように農地の
集積集約を図るかなど、現状を踏まえ今後のあ
り方を話し合います。
※各地区内訳など詳細については市ホームペー
ジを、また、人・農地プランについては農林水
産省ホームページ（http://www.maff.go.jp/j/
keiei/koukai/hito_nouchi_plan.html） を ご 覧
ください。
★農政課☎�１１７７

　人・農地の未来を話し合いましょう

13 平成28年１月１日号 12

広 告 募 集学校の
臨時職員を募集します

　市では、地域経済の活性化や財源の確保等を
目的に有料広告事業を実施しています。

広報ほんじょう（毎月32,500部１日発行）

募集期間　１月29日㈮まで（必着）

広告の規格等
　①掲載位置　
　 「くらしの情報すてーしょん」のページの最下段
　②募集枠数　６枠
　③枠の大きさ　おおむね縦52㎜×横86㎜
　④刷　　色　単色（黒）
　⑤広 告 料　３号分につき30,000円
　⑥掲載期間　４月～６月号（３号分）
　※平成29年３月まで（12号分）の申し込みも可能です。
申　込　下記の必要書類を郵送又は直接秘書広報課広報
　　　　広聴係（市役所３階）へ提出
郵送先　〒３６７―８５０１
　　　　本庄市本庄３―５―３
　　　　本庄市役所秘書広報課
★秘書広報課☎�１１５５

人・農地プランとは…　
　農業者の高齢化や後継者不足、耕作放棄地
の増加等、人と農地の問題を解決するための
未来の設計図です。

地　区 日　程
(午後６時30分〜) 場　所

児玉 １月25日㈪ アスピアこだま会議室AB
金屋 １月26日㈫ セルディ大会議室

秋平・本泉 １月27日㈬ 観光農業センター２階
共和 １月28日㈭ 児玉営農経済センター２階
本庄 ２月１日㈪

本庄営農経済センター２階藤田 ２月２日㈫
仁手 ２月３日㈬
旭 ２月４日㈭ 旭多目的研修センターホール
北泉 ２月５日㈮ 北泉公民館集会室

　教育委員会では、学校で働く臨時職員を下記のとおり
募集します。応募書類・応募要項は、学校教育課（市役
所４階）で配布しています。また、市ホームページから
もダウンロードできます。仕事内容について、詳しくは
募集要項をご覧ください。　 ★学校教育課☎�１１８３

申込期間　１月４日㈪〜15日㈮
応募方法　応募書類を学校教育課へ持参
任　　期　４月１日〜平成29年３月30日

（更新１回あり）

勤務条件③の詳細
　労…労災保険　社…社会保険（健康保険・厚生年金）
　雇…雇用保険

特
別
支
援
教
育
補
助
教
員

応
募
資
格　
小
学
校
又
は
中
学
校　

　
の
教
員
免
許
状
（
有
効
期
限
に　

　
注
意
）
を
有
す
る
人

募
集
人
数　
数
人

勤
務
場
所　
市
立
小
・
中
学
校

仕
事
内
容  

①
主
に
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す　

　
る
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

②
授
業
や
学
校
生
活
に
お
け
る
補　

　
助
他

勤
務
条
件　

①
勤
務
時
間　
１
日
７
時
間
45
分

年
間
１
６
５
日
以
内

②
賃
金　
１
日
９
、
３
０
０
円

③
労
：
○　
社
：
○　
雇
：
○

　
日
本
語
指
導
教
室
支
援
員　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
通
訳
）

応
募
資
格　
主
に
ス
ペ
イ
ン
語
・　

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
等
を
翻
訳
で
き　

　
る
人

募
集
人
数　
数
人　

勤
務
場
所　
市
立
小
・
中
学
校

仕
事
内
容 

①
日
本
語
指
導
教
室
に
係
る
通
訳　

　
と
日
本
語
指
導
補
助

②
学
校
・
学
級
だ
よ
り
等
の
翻
訳　

　
他

勤
務
条
件　

①
勤
務
時
間　
１
日
５
時
間
45
分

　
年
間
２
０
０
日
以
内

②
賃
金　
　
１
日
９
、
３
０
０
円

③
労
：
○　
社
：
×　
雇
：
○　

 　
学
習
補
助
教
員

  応
募
資
格　
小
学
校
又
は
中
学
校　

　
の
教
員
免
許
状
（
有
効
期
限
に　

　
注
意
）
を
有
す
る
人

募
集
人
数　
数
人　

勤
務
場
所　
市
立
小
学
校

仕
事
内
容 

①
担
任
と
協
力
し
た
学
習
指
導
や　

　
支
援

②
学
力
向
上
に
関
す
る
こ
と
他

勤
務
条
件  

①
勤
務
時
間　
　
　
１
日
５
時
間

年
間
１
６
５
日
以
内

②
賃
金　
　
１
日
６
、
０
０
０
円

③
労
：
○　
社
：
×　
雇
：
○

　
さ
わ
や
か
相
談
員

応
募
資
格　
特
別
な
資
格
は
不
要

募
集
人
数　
数
人　

勤
務
場
所　
市
立
中
学
校
さ
わ
や　

　
か
相
談
室
な
ど

仕
事
内
容　

①
児
童
生
徒
と
の
相
談
・
援
助
に

　
関
す
る
こ
と

②
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
対
応　

　
に
関
す
る
こ
と
他

勤
務
条
件 

①
勤
務
時
間　
　
　
１
日
５
時
間

年
間
２
２
０
日
以
内

②
賃
金　
　
１
日
５
、
０
０
０
円

③
労
：
○　
社
：
×　
雇
：
○

　
学
校
生
活
支
援
員

応
募
資
格　
特
別
な
資
格
は
不
要

募
集
人
数　
30
～
35
人
程
度　

勤
務
場
所　
市
立
小
・
中
学
校

仕
事
内
容　

①
学
校
で
の
学
習
補
助

②
学
校
で
の
生
活
補
助

③
発
達
障
害
児
童
生
徒
へ
の
支
援

④
児
童
生
徒
へ
の
相
談
活
動
他

勤
務
条
件  

①
勤
務
時
間　
　
　
１
日
４
時
間

年
間
１
５
０
日
以
内

②
賃
金　
　
１
日
３
、
５
６
０
円

③
労
：
○　
社
：
×　
雇
：
×

   
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

  
（
ふ
れ
あ
い
教
室
）
指
導
員 

応
募
資
格　
教
員
免
許
状
（
有
効 

　
期
限
に
注
意
）
を
有
す
る
人

募
集
人
数　
若
干
名

勤
務
場
所　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
ふ
れ
あ
い
教
室
（
旧
勤
労
会
館　

　
２
階
）

仕
事
内
容

①
悩
み
な
ど
の
相
談
・
援
助
に
関　

　
す
る
こ
と

②
学
習
指
導
・
相
談
に
関
す
る
こ

　
と

③
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ　

　
ン
活
動
の
指
導
に
関
す
る
こ
と

④
そ
の
他
不
登
校
な
ど
の
対
応
に

　
関
す
る
こ
と

勤
務
条
件 

①
勤
務
時
間　
　
　
１
日
５
時
間

年
間
２
１
０
日
以
内

②
賃
金　
　
１
日
６
、
０
０
０
円

③
労
：
○　
社
：
×　
雇
：
○
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Hot Spaceほっとひと息、
　　　　　　　　　　ホットな話題

１月生まれのみんな

★２月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
　お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
　連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

あて先 〒 367-8501　本庄市本庄 3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎�1155・蕭�8499　※締め切りは１月15日㈮必着です。

　市内在住の長谷部八重子さん（大正４年
11月28日生まれ)、清野かうさん（大正４年
11月30日生まれ)、鈴木千代さん（大正４年
12月15日生まれ）がめでたく100歳を迎えら
れました。大正・昭和・平成と３つの時代
を歩んできた３人を、吉田市長が訪問し、
お祝いの「寿状」が手渡されました。

　各基金に寄附をいただきました。いただいた寄附金は、
本庄市の発展のため有効に活用させていただきます。あり
がとうございました。                                                （順不同）

※長谷部八重子さん（見福）は、ご希望により
名前のみの掲載とさせていただきます。

祝　百　歳

▲清野かうさん
（宮戸）

▲鈴木千代さん
（児玉町吉田林）

ほんじょう緑の基金 ふるさと創生基金

るさと本庄応援寄附金を受け付けています。みなさ
んの応援でより良いふるさとへ。

★企画課☎�１１５７

★秘書広報課☎�１１５５

　関根　靖将　様

　萩原　俊幸　様　赤城乳業株式会社　様
　主な使い道：まちづくり、人
　　づくりの事業

　主な使い道：地域保健福祉活
　　動の振興主な使い道：自然の保護、創出

地域福祉基金

てっ！　Facebook ページ「てっ！ほんじょ
う」では、みなさんに「ててーっ」と
驚いてもらえるように、本庄の「いい
ね！」を広報担当がお届けします。

　みなさんのいいね！やシェ
アで本庄の魅力をたくさん
の人に拡散しましょう。

ま ち か ど S n a p

児玉郡市リズム＆
なわとびクラブ

「定期発表会2016」
日　時　１月31日(日)　
　　　　正午～午後３時45分
場　所　市民文化会館
費　用　700円（一部チャリティー）
＊申し込みは不要です。
問い合わせ　榎本☎090-5530-8708

松舞会
日　時　毎週水曜日　
　　　　午後１時30分～３時30分
場　所　南公民館
内　容　松島流の日本舞踊を習い、ク
　　　　ラブ活動発表会や市民文化会
　　　　館、老人ホーム等で発表
月会費　2,500円
問い合わせ　霜田☎�４８８８

人権教育研究集会

スポーツ少年団交流大会

がばいばあちゃんから学んだ人生の知恵

異種スポーツ白熱の戦い

　11月26日、市民文化会館で｢もみじま
んじゅう」でおなじみの島田洋七さんが
｢人生楽しくてあたりまえ　がばいばあ
ちゃんの笑顔で生きんしゃい」をテーマ
に講演を行いました。自身の経験から得
たものを、ユーモアたっぷりに話し、会
場からは笑いが巻き起こっていました。

　12月６日、シルクドームで市内の
スポーツ少年団が、綱引きや障害物
競走、紅白玉入れなどで真剣勝負を
繰り広げました。普段交流の少ない
他競技の少年団と交流することで、
子どもたちは、またひとつ成長を遂
げました。
01 仲良く２人でデカパンリレー　02 負け
るもんか～　03 上手にくぐって障害物競走

みなさんの情報交換の場
○行＝行事案内　○募＝会員募集

○募

○行

ふ

01

02

03

お誕生日おめで
とう！これから
もにぃにと仲よ
く笑顔でいてね♡

岡
お か だ

田　有
ゆ さ き

咲ちゃん ＜2歳＞
(西富田）

浅
あ さ み

見　樹
き お

央ちゃん ＜1歳＞
(児玉町児玉）

須
す な が

永　琴
こ と ね

音ちゃん ＜1歳＞
(児玉町児玉）

豊
とよとめ

留　大
だ い や

矢ちゃん ＜1歳＞
(日の出）

荻
お ぎ の

野　礼
れ い か

圭ちゃん ＜2歳＞
(堀田）

田
た じ ま

島　咲
さく

ちゃん ＜2歳＞
(児玉町児玉）

こっちゃん♡
１歳 の お 誕 生日
おめ でとう！
明るく元 気いっ
ぱ い 大きくな～
れ♡

２歳のお誕生日
おめでとう♡
ゆっくんの笑顔
にいつも癒やさ
れてます。
大好きだよ♡

お誕生日おめで
とう。大矢の笑
顔が大好き。こ
れからも元気いっ
ぱいで大きくなぁ
れ。

２歳おめでとう｡
お兄ちゃんたち
と い っ ぱ い 遊
んで仲良く元気
に大きくなって
ね！

１歳おめでとう☆
きおくんのニコ
ニコはみんなも
笑顔になるよ♡
すくすく育って
ね♡

      世界初 クワの葉に宝石発見　国際的植物専門誌に掲載

プラントオパールとは…

shine bright
さらなる    きを輝

　早稲田大学本庄高等学院の有志生徒に
よる研究グループが、蚕のエサである一
ノ瀬クワの葉に植物の宝石「プラントオ
パール」を世界で初めて発見しました。
また、生徒自身が執筆した研究成果をま
とめた英論文が、国際的なオランダ系植
物学専門誌「Flora」に掲載されました。
　この研究は、形のバリエーションが豊
富なクワの葉に着目し、「異形葉の規則性」
について、2010 年に半田亨教諭（写真
右から２番目）と有志生徒が研究を開始
したもので、その後、研究を引き継いだ
筒井音羽さん（現大学２年・研究開始時
高校２年）、坂本玲さん（現大学１年・研
究開始時高校１年）と後輩たちの活躍に
より、今回の快挙に至りました。
　「研究している先輩に憧れを持っていま
した」と、現在、クワの葉の成長とプラ
ントオパールの関係性を研究する３年生

の尾林舞香さん（写真左端）。「もともと
蚕が好きでした」と、現在、プラントオパー
ルが蚕に与える影響を研究する山川冴子
さん（写真中央）。授業やテストなど学生
としての本業が忙しいなか、放課後に繭
の計測やクワの葉の観察など地道な研究
を継続しています。クワの葉の成長過程
を見逃さないために「顕微鏡を家に持ち
帰って観察することも…」と尾林さんは
笑顔で話しました。
　彼女たちは大学でまた新たな研究に励
み始めます。プラントオパールの成長メ
カニズムや絹に与える影響など、今後の
さらなる研究課題は、２年生の菊地環さ
ん（写真右端）と吉田鈴奈さん（写真左
から２番目）が引き継いでいきます。若
き“リケジョ”たちのこれからの活躍が
期待されます。

　植物が水と一緒に取り込んだ土
中のケイ酸イオンから形成される
ケイ酸の結晶。その特徴的な形な
どから植物分類学や考古学などに
利用される。

◀光学顕微鏡で
　見たプラント
　オパール
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
仮
図
書
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
病
気
や
け
が
の
治
療
の
た
め
に
、

国
内
で
は
毎
日
約
３
、
０
０
０
人

も
の
患
者
が
輸
血
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
輸
血
に
必
要
な
血

液
製
剤
は
、
人
工
的
に
造
れ
な
い

う
え
に
、
長
期
間
の
保
存
も
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
冬
は
体
調
を
崩

す
人
が
多
く
な
り
、
献
血
者
が
減

少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
輸
血

を
待
つ
患
者
さ
ん
へ
安
定
し
て
血

液
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
１
人

で
も
多
く
の
人
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時　
１
月
18
日
㈪　

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

　
　
　
午
後
０
時
30
分
～
４
時

会
場　
本
庄
市
役
所

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人　

　
（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま　

　
で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま　

　
で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が　

　
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血
（
４
０
０
㎖
・
２
０

　
０
㎖
）

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
２
０
０
３

太
陽
光
発
電
設
備
は
償
却
資

産
の
申
告
が
必
要
で
す

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

太
陽
光
発
電
設
備
は
、
償
却
資
産

に
該
当
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
毎
年
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
法
人
が
所
有
す
る
太
陽
光
発
電

　
設
備

○
個
人
が
売
電
な
ど
事
業
用
と
し　

　
て
所
有
す
る
太
陽
光
発
電
設
備

○
個
人
が
住
宅
用
に
所
有
す
る
10

　
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発　

　
電
設
備

※
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、

税
負
担
軽
減
の
特
例
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
家
屋
の
屋
根
材
と
し
て

設
置
さ
れ
た
建
材
型
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
（
瓦
な
ど
の
屋
根
材
の
上

に
載
せ
た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
除

く
）
は
家
屋
で
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
申
告
は
不
要
で
す
。

償
却
資
産
と
は
…
製
造
や
小
売
・　

　
農
業
な
ど
の
事
業
を
個
人
・
法　

　
人
で
営
ん
で
い
る
人
が
所
有
し
、

　
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ

　
と
が
で
き
る
構
築
物
や
機
械
、

　
運
搬
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の

　
事
業
用
資
産
の
こ
と
を
い
い
ま　

　
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
１

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館
の
お
知

ら
せ

　
館
内
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

左
記
の
と
お
り
休
館
い
た
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日　
２
月
８
日
㈪

※
当
日
は
、
セ
ル
デ
ィ
館
内
全
て

の
施
設
（
児
玉
中
央
公
民
館
・
児

玉
文
化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分
館

及
び
図
書
館
返
却
ポ
ス
ト
）
が
ご

利
用
頂
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

★
セ
ル
デ
ィ
☎
�
８
８
５
１

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金 

 

の
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

 　
市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増
進

を
目
的
に
、
事
業
者
が
支
出
す
る

退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
（
次
の
①
～
④
す
べ
て

　
に
該
当
す
る
事
業
者
）

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お
お

　
む
ね
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

　
業
は
５
人
）
以
下
の
事
業
者

②
中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約
、

　
又
は
特
定
退
職
金
共
済
契
約
を

　
し
て
い
る
事
業
者

③
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

　
以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、
市

　
税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

④
こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利
用

　
し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　
３
年
間
（
継
続
）

補
助
金
額　
加
入
従
業
員
１
人
に

　
つ
き
１
年
間
当
た
り
２
、
４
０

　
０
円
（
上
限
）

※
必
要
書
類
な
ど
は
、
商
工
観
光

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込　
１
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
商
工
観
光
課
☎
�
１
１
７
５

本
庄
市
公
共
下
水
道
事
業
計

画
の
変
更
に
伴
う
事
業
計
画

書
の
縦
覧

　
利
根
川
右
岸
流
域
関
連
本
庄
公

共
下
水
道
事
業
の
変
更
に
伴
い
、

事
業
計
画
書
の
縦
覧
を
実
施
し
ま

す
。

縦
覧
期
間　
１
月
15
日
㈮
～
28
日

　
㈭
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～午

後
５
時
15
分

縦
覧
場
所下水

道
課
（
市
役
所
２
階
）

★
下
水
道
課
☎
�
１
１
４
７

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

会
（
新
規
講
習
）
の
お
知
ら
せ

　
学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
業
所
、

店
舗
そ
の
他
多
数
の
者
が
出
入
・

勤
務
し
、又
は
居
住
す
る
建
物（
収

容
さ
れ
る
者
の
数
が
、
不
特
定
の

者
を
収
容
す
る
建
物
は
30
人
以
上
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福

祉
施
設
等
は
10
人
以
上
、
そ
の
他

の
建
物
は
50
人
以
上
）
に
は
、
消

防
法
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
防

火
管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
資
格
を
持
っ
て
い
な
い

事
業
所
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

講
習
区
分　甲

種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時　
２
月
17
日
㈬
・
18
日
㈭　

　
午
前
９
時
30
分
～午

後
４
時
50
分

会
場  

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

　
（
西
富
田
９
０
４
―
３
）

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
、０
０
０
円
（
教
材
費
）

申
込  

２
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮（
土・

　
日
・
休
日
を
除
く
）
の
午
前
９

　
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
に

　

申
込
書
に
証
明
写
真
（
縦
２
・

　

５
㎝
×
横
２・
０
㎝)

を
添
付

　
の
う
え
、
直
接
左
記
へ

※
申
込
書
は
消
防
本
部
及
び
各
消

防
署
で
配
布
又
は
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

　
課
☎
�
８
３
９
２

平
成
27  
年
度
児
玉
郡
市
手
話

通
訳
者
認
定
試
験
を
実
施

日
時　
２
月
20
日
㈯　
午
前
９
時
～

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

内
容　
筆
記
・
実
技
試
験
・
面
接

　
（
埼
玉
県
登
録
手
話
通
訳
者
と

　
手
話
通
訳
士
資
格
を
有
す
る
人

　
は
筆
記
・
実
技
試
験
免
除
）

応
募
資
格　
平
成
27
年
４
月
１
日

　
現
在
満
20
歳
以
上
65
歳
以
下
で
、

　
児
玉
郡
市
の
手
話
通
訳
者
養
成

　
講
座
修
了
者
又
は
同
程
度
以
上

　
の
技
術
を
保
持
す
る
と
推
定
さ

　
れ
る
人

応
募
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
う
え
、
１
月
12
日
㈫

　
か
ら
20
日
㈬
（
土
・
日
を
除
く

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

　
ま
で
に
直
接
左
記
へ

※
申
請
書
は
本
庄
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
�
７
２
７
５

蕭
�
７
３
０
９

お
知
ら
せ

川淵三郎キャプテンの健康アドバイス
　本庄市のスポーツ・レクリエーションの推進にご貢
献いただいている「キャプテン」こと日本サッカー協
会最高顧問の川淵三郎氏。サッカー日本代表選手、日
本代表監督、「Ｊリーグ」初代チェアマンを経て、第
10代日本サッカー協会会長を務められた方です。
　川淵キャプテンは以前から、市民が誰でも気軽にス
ポーツに親しめるまちづくりに取り組みたいという情
熱をお持ちでした。そんなキャプテンを平成21年、早
稲田大学の白井克彦総長（当時）が本庄市にご紹介
くださいました。本市の「市民一人1スポーツ」の
キャッチフレーズを高く評価されたキャプテンは、そ
の後今日に至るまで、本市のスポーツ・レクリエー
ションの振興にお力添えをいただいております。
　人工芝の若泉サッカーグラウンドの開設や、各小学
校の校庭の芝生化の推進、市内全域で30ものウォーキ
ングコースの設置、毎年体育の日に開催される「ス
ポレクフェスタ」などは、キャプテンのアドバイスと、
市のスポーツ推進に携わる方々の情熱により実現した
ものです。

　先日、早大本庄学院で開催された早大埼玉県校友
会において、川淵キャプテンは地元の本庄児玉稲門
会の招聘

へい
によりご講演され「足からの老化を防ぐた

め、毎日つま先立ち（かかとを上げる）運動を50回
行うと良い」と聴衆に健康についてのアドバイスを
されました。
　この運動は自分自身に合った回数で行えば良く、直
立してリズミカルに、終わってから必ずストレッチで
アキレス腱とふくらはぎを伸ばすことが大切だそうで
す。以来私もやっていますが、朝、ストレッチと共に
行うと、その一日は体の循環がとても良いことを実感
しています。みなさんもどうぞお試しください。
　昨年、キャプテンは国から文化功労賞を受賞され
ました。そして本庄市は合併10周年を記念して、川
淵三郎氏と白井前早大総長に「市政特別功労感謝
状」を贈呈いたしました。キャプテンにはこれから
も末永く本市のスポーツ・レクリエーションの振興
にお力をいただけるとのことで、心強い限りです。     

                              

                                        本庄市長
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自
立
支
援
の
た
め
の

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い

な
ど
、
働
く
こ
と
に
悩
み
や
不
安

を
抱
え
て
い
る
若
者
や
そ
の
家
族

に
対
し
て
、
就
労
な
ど
に
向
け
た

自
立
支
援
の
た
め
の
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

日
時　
１
月
28
日
㈭
・
２
月
25
日

　
㈭
・
３
月
24
日
㈭　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
３
時
30
分

会
場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象　
15
～
39
歳
ま
で
の
人

定
員　
各
日
４
人

費
用　
無
料

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

★
深
谷
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

　
ン
☎
０
４
８
―
５
７
７
―
４
７

　
２
７

市
内
体
育
施
設
等
定
期
利
用

登
録
団
体
の
登
録
カ
ー
ド
等
を

配
布
し
ま
す

　
平
成
28
年
度
に
市
内
体
育
施
設
、

公
園
施
設
、
学
校
体
育
施
設
・
夜

間
照
明
施
設
の
定
期
利
用
登
録
を

す
る
団
体
の
人
に
は
、
１
月
20
日

㈬
よ
り
各
受
付
窓
口
で
「
団
体
登

録
カ
ー
ド
」「
登
録
許
可
書
」「
減

免
許
可
書
」
等
を
配
布
し
ま
す
。

　
受
付
場
所
等
は
、
郵
送
さ
れ
る

通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

◎
た
の
し
い
茶
道
教
室

　
日
本
の
伝
統
文
化
と
行
儀
作
法

の
基
本
を
学
び
ま
す
。

日
時　
２
月
６
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り

　
か
わ
い
い
手
作
り
チ
ョ
コ
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
６
日
㈯　

午
前
10
時
～

対
象　
小
学
生

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
バ

　
ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
１
月
23
日
㈯
午
前
９
時
か

　
ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
�
９
８
２
０

山
車
人
形
展

　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
展
示
ホ
ー
ル

で
、
本
庄
ま
つ
り
で
使
用
す
る
山

車
人
形
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
と
き
に
山
車
の
上
に

飾
ら
れ
て
い
る
人
形
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
10
町
の
人

形
が
勢
揃
い
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
迫
力
あ
る
姿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
24
日
㈰
～
30
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
展
示
ホ
ー

　
ル

★
市
民
活
動
推
進
課
（
は
に
ぽ
ん

　
プ
ラ
ザ
内
）
☎
�
０
８
２
８

第
10
回中学

生
ま
ち
づ
く
り
議
会

　
将
来
を
担
う
市
内
の
中
学
生
議

員
20
人
が
、
通
常
の
市
議
会
と
同

じ
よ
う
に
一
般
質
問
な
ど
を
行
い

ま
す
。
市
政
に
対
し
て
率
直
な
意

見
を
述
べ
る
中
学
生
の
議
会
を
議

場
で
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

日
時　
２
月
１
日
㈪　

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～

会
場　
市
議
会
議
場

※
議
会
事
務
局
で
受
け
付
け
を
し

て
か
ら
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用
情

報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

　
現
役
の
市
町
村
職
員
か
ら
仕
事

や
受
験
の
話
を
直
接
聞
け
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
！
事
務
職
だ
け
で
な
く

土
木
職
、
建
築
職
、
保
健
師
、
保

育
士
、
消
防
士
か
ら
受
験
体
験
談

な
ど
も
聞
け
る
個
別
相
談
会
が
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
２
月
18
日
㈭　
午
後
１
時
～

　

４
時
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

会
場　
さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お

　
み
や
（
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
東
口
徒
歩

　
15
分
）

内
容　
①
基
調
講
演
②
大
学
生
・

　
大
学
職
員
・
市
町
村
職
員
に
よ

　
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
③
職
員

　
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

定
員　
１
、
３
０
０
人

参
加
費　
無
料

＊
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広

　
域
連
合
人
材
開
発
部
市
町
村
職

　
員
担
当
☎
０
４
８
―
６
６
４
―

　
６
６
８
１

「
幹
部
候
補
育
成
研
修
」
～
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上
、
先
を
見

据
え
た
問
題
解
決
、
戦
略
的
・

経
営
的
視
点
か
ら
の
発
想
～

　
地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

次
世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
中
堅
社
員
な
ど
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
３
日
㈬
・
４
日
㈭　

　
全
２
回　
午
前
９
時
30
分
～
午

　
後
４
時
45
分

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　
仕
事
の
管
理
や
問
題
解
決

　
能
力
の
向
上
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

　
プ
と
後
輩
育
成
指
導
な
ど
を
演

　
習
や
討
議
を
交
え
て
習
得

定
員　
30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

１
３
、０
０
０
円
（
テ

　
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申
込　
１
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
住

　
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

　
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
又
は
電
話
で
左
記
へ

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

　
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
�
７
４
５
５
・

　
蕭
�
７
４
６
５

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

男
の
料
理
教
室
・
メ
タ
ボ
予
防

バ
ラ
ン
ス
レ
シ
ピ

　
メ
タ
ボ
を
予
防
す
る
よ
う
な
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
料
理
を
自
分
で
作
っ

て
、
食
べ
ま
せ
ん
か
？

日
時　
２
月
12
日
か
ら
３
月
11
日

　
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
３
月
４

　

日
は
除
く
）　

全
４
回　

午
前

　
９
時
30
分
～
午
後
１
時

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
キ
ッ
チ

　
ン
ス
タ
ジ
オ

講
師　
黒
澤　
敬
子　
先
生
ほ
か

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

費
用　
２
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

　

ン
ダ
ナ
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

　
筆
記
用
具

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

申
込　
１
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
左
記
へ

★
市
民
活
動
推
進
課
（
は
に
ぽ
ん

　
プ
ラ
ザ
内
）
☎
�
０
８
２
８

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

講
師　
吉
原　
日
出
子　
先
生　

対
象　
小
学
生

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
手
拭
き
用
タ
オ
ル

※
靴
下
を
着
用
し
て
き
て
く
だ
さ

い
。

申
込　
１
月
26
日
㈫
午
前
９
時
か

　
ら
電
話
又
は
直
接
日
の
出
児
童

　
セ
ン
タ
ー
へ

◎
簡
単
か
わ
い
い
バ
レ
ン
タ
イ
ン

の
チ
ョ
コ
作
り
教
室

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
、
手

作
り
し
た
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

講
師　
小
関　
清
美　
先
生

対
象　
小
学
生

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
又
は

　
バ
ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

　
持
ち
帰
り
容
器
、
上
履
き　

申
込　
１
月
28
日
㈭
午
前
９
時
か

　
ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
�
０
４
２
０

　アニメ「サザエさん」のマスオさんの声でお
なじみの増岡弘さんと、増岡さんの主宰する劇
団東京ルネッサンスをお迎えして講演会と群読
公演会を開催します。みなさんのご来場をお
待ちしています。
日　時　２月 13日㈯
　　　　午後１時30分～３時30分
           （開場　午後１時）
会　場　セルディ（児玉町金屋728−１）
　　　　※お車の乗り合わせや徒歩などでのご来場にご協力
　　　　お願いします。
講　師　増岡　弘　氏（声優、俳優）
テーマ　「サザエさん一家は幸福みつけの達人ぞろい」
群　読　劇団東京ルネッサンス
演　目　『ひなまつり』
          （原作：浅田次郎、脚本・演出：増岡　弘）
入場料　無料
　　　　※手話通訳・要約筆記があります。
　当日はロビーにて市内小・中学校の児童・生徒から募集し
た人権標語優秀作品の展示も行います。
★市民活動推進課☎�０８２８

平成 27 年度本庄市人権教育セミナー

サザエさん一家は

　　　   幸福みつけの達人ぞろい

今月の納税納付［納期限：２月１日㈪］
・市県民税　　４期　・国民健康保険税　　　　７期
・介護保険料　７期　・後期高齢者医療保険料　７期

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　１月５日㈫・２月５日㈮　午後５時15分～７時
場所   ・市役所１階　収納課☎�１１２０
　　　・アスピアこだま　市民福祉課税務係☎�１３３３
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を､
アスピアこだまへお越しの際は正面玄関をご利用ください｡

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
12日㈫・18日㈪・25日㈪・２月１日㈪・８日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 　 　　☎�８１２６
12日㈫・18日㈪・25日㈪・２月１日㈪・８日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
８日㈮まで、10日㈰～13日㈬、30日㈯～２月３日㈬

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

催

し



日　　時　４月10日㈰　午前７時～午後１時30分
対　　象　18歳以上(高校生不可)で、３月下旬の事前説明
　　　　　会に必ず出席できる人
募集人員　50人（先着順)
業務内容　走路係・給水所係など
募集期間　１月５日㈫～２月５日㈮
申　　込　電話・ファックス・電子メールで下記事務局へ
※ボランティア参加者には、大会
特製はにぽんキャップ、お弁当、
飲み物が支給されます。
★大会事務局（体育課内）
　☎�１１５２・蕭�１１９３
　　taiiku@city.honjo.lg.jp

募
集
市民による手作りのマラソン大会を目指して
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婚
活
バ
レ
ン
タ
イ
ンパー

テ
ィ
ー

日
時　
２
月
７
日
㈰

　
午
後
６
時
～
９
時

会
場　

m
agle's café

（
マ
グ
ル

　
ズ
カ
フ
ェ)

対
象　
20
代
～
40
代
の
独
身
の
男

　
女　

※
本
庄
市
・
児
玉
郡
在
住
・
在
勤

者
優
先

定
員　
男
女
各
12
人

　
　
　
　
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

会
費　
男
性　
７
、
０
０
０
円

　
　
　
女
性　
３
、
０
０
０
円

申
込　
１
月
８
日
㈮
か
ら
25
日
㈪

　
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
�
２
７
５
５

社
会
教
育
指
導
員
（
非
常
勤
）

　
社
会
教
育
及
び
生
涯
学
習
の
事

業
（
市
民
総
合
大
学
等
）
を
企
画
・

実
施
す
る
社
会
教
育
指
導
員
（
非

常
勤
）
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
の

　
65
歳
以
下
の
人
（
平
成
28
年
４

　

月
１
日
現
在)

で
社
会
教
育
及

　
び
生
涯
学
習
へ
の
豊
か
な
識
見

　
と
経
験
を
有
し
、
所
定
の
日
時

　
に
勤
務
で
き
る
人

募
集
人
員　
１
人

任
期　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の
１

　
年
間

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
応
募
動
機
等
を

　
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、
応

　
募
先
ま
で
持
参
又
は
郵
送

※
応
募
用
紙
は
生
涯
学
習
課
（
市

役
所
４
階
）、
セ
ル
デ
ィ
で
配
布
又

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
先　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３　

　
本
庄
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

　
課
生
涯
学
習
係

応
募
期
間　
１
月
８
日
㈮
～
22
日

　
㈮
（
必
着
）

選
考
方
法　
書
類
審
査
、
面
接
審

　
査

※
結
果
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
�
３
２
４
８

本
庄
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

本
庄
市
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　
審
議
会
で
は
、
本
市
の
都
市
計

画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格　
平
成
28
年
２
月
１
日

　
時
点
で
20
歳
以
上
の
市
内
在
住

　
者
で
平
日
日
中
に
開
催
す
る
審

　
議
会
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
員　
３
人

任
期　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
２

　
年
間

報
酬　
市
の
規
定
に
よ
り
支
給

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

　
項
を
記
入
の
う
え
、
応
募
理
由

　
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考

　
え
方
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と

　
め
て
、
応
募
先
ま
で
持
参
又
は

　
郵
送

※
応
募
用
紙
は
都
市
計
画
課
（
市

役
所
２
階
）で
配
布
又
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

応
募
先　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
都
市
計
画
課

応
募
締
切　
１
月
29
日
㈮（
必
着
）

選
考
方
法　
書
類
選
考

※
結
果
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
６

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

こ
の
委
員
は
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱

す
る
非
常
勤
特
別
職
で
す
。

　
そ
の
活
動
は
、
実
技
指
導
や
指

導
助
言
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
事
業
へ

の
協
力
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
深
い
関
心
と
理
解
を
持
ち
、

熱
意
と
能
力
の
あ
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
市
内
在

　
住
在
勤
者
（
学
生
を
除
く
）

※
す
で
に
他
の
審
議
会
等
３
機
関

以
上
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

任
期　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
２

　
年
間

募
集
人
員　
若
干
名

報
酬　
６
、
２
０
０
円
（
日
額
）

※
１
か
月
の
実
働
日
数
は
１
日
～

３
日
程
度
で
、
無
償
の
イ
ベ
ン
ト

も
含
ま
れ
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

　
項
を
記
入
の
う
え
、
原
稿
用
紙

　
等
に
「
本
庄
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推

　
進
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」
を

　
４
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
て
応

　
募
先
ま
で
持
参
又
は
郵
送

※
応
募
用
紙
は
、
体
育
課
（
市
役

所
４
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

応
募
先　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
教
育
委
員
会
体
育
課

応
募
締
切　
２
月
５
日
㈮
（
必
着
）

選
考
方
法　
書
類
選
考

※
結
果
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

◆
本
庄
市
主
催
事
業

フ
ァ
ミ
リ
ー

          

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
短
い
ラ
ケ
ッ
ト
・
ス
ポ
ン
ジ
玉

付
シ
ャ
ト
ル
で
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
、
楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。

　
普
通
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
違
っ

て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
仲

間
内
で
シ
ャ
ト
ル
を
つ
な
い
で
相

手
コ
ー
ト
に
返
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。
１
人
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

日
時　
２
月
４
日
か
ら
２
月
18
日

　
ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
全
３
回

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　
エ
コ
ー
ピ
ア

対
象　
小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
・

　
在
勤
・
在
学
者

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

　
運
動
靴

申
込　
１
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
で

　
左
記
へ
（
電
話
申
込
の
み
）

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

人
工
芝
で
楽
し
む
テ
ニ
ス
教
室

日
時　
２
月
２
日
か
ら
３
月
８
日

　
ま
で
の
毎
週
火
曜
日　
全
６
回

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

会
場　
若
泉
第
１
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

講
師　
小
嶋　
弘
（
日
本
体
育
協

　
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
）

対
象　
高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
・

　
在
勤
・
在
学
者
で
テ
ニ
ス
初
心

　
者
・
初
級
者

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

※
初
日
に
集
金
し
ま
す
。

用
意　
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ

　
ト
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
等

申
込　
１
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
で

　
左
記
へ
（
電
話
申
込
の
み
）

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

◆
本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
事
業

市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ

ン
ス
講
習
会

日
時　
１
月
30
日
㈯

　
受
付　
午
後
１
時

　
開
始　
午
後
１
時
30
分

講
師　
牧
野　
正
江　
先
生

 

（
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

　
公
認
指
導
者
）

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料　

用
意　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　
内
用
運
動
靴

申
込　
１
月
13
日
㈬
か
ら
１
月
27

　
日
㈬
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体

　
育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
レ
ク
リ

　
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
連
盟
・
高

　
橋
（
☎
�
８
２
２
８
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

日
時　
２
月
25
日
か
ら
３
月
10
日

　
ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
全
３
回

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
茂
木　
多
美
子　
先
生  

 

（
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

　
公
認
指
導
者
）

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　
内
用
運
動
靴

申
込　
１
月
13
日
㈬
か
ら
２
月
24

　
日
㈬
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体

　
育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
レ
ク
リ

　
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
連
盟
・
高

　
橋
（
☎
�
８
２
２
８
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

本
庄
公
民
館　
　
☎
�
７
３
８
３

◎
車
の
ナ
ビ
を
利
用
す
る
人
は
、
住
所
（
東

　

台
５
―
２
―
33
）
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
陶
芸
教
室
「
バ
ラ
の
ペ
ン
ダ
ン

ト
作
り
」

日
時　
１
月
21
日
か
ら
２
月
４
日

　
ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
全
３
回

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
井
上　
美
千
代　
先
生

内
容　
粘
土
を
伸
ば
し
て
バ
ラ
の

　
形
作
り
、
絵
付
け
、
装
飾
し
て

　
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
る

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

　
オ
ル

申
込　
１
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

 

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
「
素
敵
な

ソ
ー
イ
ン
グ
ケ
ー
ス
作
り
」

日
時　
２
月
１
日
か
ら
２
月
22
日

　
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
４
回

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
湯
本　
晴
枝　
先
生

内
容　
美
し
い
生
地
を
使
っ
て
、

　
創
意
工
夫
さ
れ
た
ソ
ー
イ
ン
グ

　
ケ
ー
ス
を
作
る

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
５
０
０
円

用
意　
裁
縫
道
具

申
込　
１
月
21
日
㈭
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド
初
級
講
座

日
時　
１
月
25
日
か
ら
２
月
22
日

　
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
５
回

　
午
前
９
時
～
正
午

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
１
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
エ
ク
セ
ル
初
級
講
座

日
時　
１
月
25
日
か
ら
２
月
22
日

　
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
５
回

　
午
後
１
時
～
４
時

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
１
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

第 20 回
本庄早稲田の杜クロスカントリー＆
ハーフマラソン大会当日市民ボランティア

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館

募

集



★今月の児童図書
岬のマヨイガ 　　　　柏葉 幸子 著
どうぶつことばあそび

さはら そのこ 作
木を植えた男　  ジャン・ジオノ 著
空を飛ばない鳥たち 上田 恵介 監修
うめぼしリモコン　 まど みちお 詩
ルイージといじわるなへいたいさん

ルイス・スロボドキン 作・絵

★今月の児童図書
マンモスとくらすには　   

カンタン・グレバン 作
火山噴火　　　　　　　 高田 亮 著
大きなたまご

オリバー・バターワース 作
親子でつくろう!はじめてのおりがみ

小林 一夫 監修

23 平成28年１月１日号 22

新 着 図 書 案 内 イ ベ ン ト

児 玉 分 館

仮図書館（いまい台）

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休 館 日／毎週月曜日、４日㈪（年末年始休館日)、
　　　　　　　　　　12日㈫（振替休館日)、２月２日㈫（館内整理日）
ホームページアドレス　http://www.lib.honjo.saitama.jp/

本庄高校図書館地域開放日
（毎週土曜日）

◎午後１時～４時45分
　１月９日・16日・23日・30日・
　２月６日
★本庄高校図書館☎�１１９５

たのしいおはなし会

 絵本と
 わらべうたのおはなし会

生きものたちのつくる巣 109

一生使える一筆箋の美しいマナーと言葉

しろいゆき あかるいゆき

12 か月の絵図鑑

鈴木 まもる 著

むらかみ かずこ 著

ロジャー・デュボアザン 絵

長谷川 康男 監修

家をつくるのは、人
間だけではなく生き
ものたちも同じです。
鳥やワニ・リス・魚
などの巣が絵で詳し
く解説・紹介されて
います。

手書きのひと言は、
あなたへの好意や信
頼となって返ってき
ます。簡単で便利な
コミニュケーション
ツール、一筆箋の選
び方から書き方、文
例までオールカラー
で分かりやすく解説。
　　　　　

雪を通して、街や
人々の様子が丁寧に
描かれた絵本です。
ふと感じる季節の訪
れや深まりを大切に
したくなります。

日本の行事の意味や
由来、季節の楽しみ
方を、絵とやさしい
文章で紹介。これか
ら巡る季節が楽しみ
になる１冊。

★今月の一般図書
あこがれ　　　　  　川上 未映子 著
はじめてのイタリア野菜 
                               　藤目 幸擴 著
天国からの電話 ミッチ・アルボム 著
八十歳「中山道」ひとり旅 菅 卓二 著 
葬偽屋は弔わない　　　    森 晶麿 著
真田信繁　　　　　　　    相川 司 著
おんなのこ　　　    くどう なおこ 著

★今月の一般図書
だれもが知ってる小さな国

有川 浩 著
わかれ　　　　　　    瀬戸内 寂聴 著
世界の新常識　　　　  　  池上 彰 著
流される美学　　　　    曽野 綾子 著
ふたり暮らしのシニアごはん
　　　　　　　　　    中野 佐和子 著

図 書 館 だ よ り

◇図書館（いまい台）
日時　１月９日㈯　
　　　午前11時～11時30分
　　　１月23日㈯
　　　午後２時～２時30分
内容 「お正月」をテーマとし
　　　た絵本やおはなしなど
協力　よみきかせサークル　    
　　　「本庄ほんの会」のみな
　　　さん　
◇児玉分館
日時　１月16日㈯　
　　　午前11時～11時30分
内容　「お正月」をテーマと
　　　した絵本やおはなしな
　　　ど
協力　こだまお話しの会・語 
　　　りの会「言依」のみな
　　　さん

対象　保育園・幼稚園入園前
　　　のお子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわ
　　　らべうたなど
◇図書館（いまい台）
日時　１月７日㈭　
　　　２月４日㈭
　　　午前11時～11時30分
◇児玉分館
日時　１月13日㈬
　　　２月10日㈬　
　　　午前11時～11時30分

仮図書館（いまい台２− 43）☎�３７４６／児玉分館☎�１７８３

仁
手
公
民
館　
　
☎
�
３
５
３
８

◆
楽
し
い
お
り
が
み
教
室

日
時　
１
月
21
日
㈭　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
安
藤　
和
美　
先
生

内
容　
メ
ル
ヘ
ン
調
の
か
わ
い
い

　
雛ひ

な

人
形
を
作
る

※
見
本
が
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

定
員　
15
人 

（
先
着
順
）   　

費
用　
５
０
０
円

用
意　
の
り
、
ボ
ン
ド
、
は
さ
み

申
込　
１
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館　
　
☎
�
２
３
３
２

　
◆
初
心
者 

手
造
り
味み
そ噌
教
室 

①

日
時　
１
月
25
日
㈪
か
ら
27
日
㈬

　
ま
で
の
３
日
間

◆
初
心
者 

手
造
り
味
噌
教
室 

②

日
時　
２
月
15
日
㈪
か
ら
17
日
㈬

　
ま
で
の
３
日
間

《
①
②
共
通
》

時
間　
１
日
目　
午
後
１
時
～
４

　
時
、
２
日
目　
午
前
９
時
30
分
～

　
午
後
４
時
、
３
日
目　
午
前
９

　
時
～
11
時

講
師　
藤
田
味
噌
作
り
会

内
容　
地
場
産
大
豆
と
米
を
使
い

　
発
酵
か
ら
仕
込
み
ま
で
添
加
物

　
を
一
切
使
用
し
な
い
味
噌
を
作

　
る
（
で
き
あ
が
り
５
㎏
分
）

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

　

ス
ク
、
漬
物
樽た

る

（
10
ℓ
）、
使

　
い
捨
て
手
袋

申
込　
①
②
の
ど
ち
ら
か
を
選
択

　
し
、
１
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

旭
公
民
館　
　
　
☎
�
５
９
４
０

　
◆
旭
健
康
教
室
「
体
の
中
か
ら
生

き
生
き
元
気
」

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
１
月
28
日
㈭　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時

講
師　
田
邊　
洋
子　
先
生

内
容　
自
分
で
で
き
る
リ
ン
パ
マ
ッ

　
サ
ー
ジ
の
お
話
と
実
技

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具
、
汗
拭
き
用
タ

　
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　
１
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
東
公
民
館　
☎
�
３
４
０
４

◆
手
造
り
味
噌
教
室

日
時　
１
月
29
日
㈮　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
中
澤　
弘
子　
先
生

内
容　
国
産
大
豆
と
手
作
り
麹こ

う
じを

　
使
い
、
安
全
で
お
い
し
い
味
噌

　
を
つ
く
る

※
麹
の
種
類
を
、
米
、
麦
、
大
豆

の
中
か
ら
選
び
ま
す
。
申
込
み
時

に
確
認
し
ま
す
。

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用

　
①
米　
麹　
３
、
７
０
０
円

　
②
麦　
麹　
３
、
３
７
０
円

　
③
大
豆
麹　
３
、
４
４
５
円

※
大
豆
麹
は
、
上
級
用
・
熟
成
期

間
最
低
１
年
で
す
。

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

　
記
用
具
、
味
噌
容
器
（
５
㎏
）

申
込　
１
月
11
日
㈷
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・
火
・

　
水
・
金
の
み
連
絡
可
）

北
泉
公
民
館　
　
☎
�
２
４
８
４

◆
手
造
り
味
噌
教
室

日
時　
１
月
20
日
㈬　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
30
分

※
内
容
な
ど
は
本
庄
東
公
民
館
の

「
手
造
り
味
噌
教
室
」と
同
じ
で
す
。

申
込　
１
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

日
時　
２
月
３
日
㈬　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
松
本　
重
子　
先
生

内
容　
本
場
韓
国
直
伝
の
キ
ム
チ

　
の
素
を
手
作
り
し
て
、
お
い
し

　
い
キ
ム
チ
を
作
る

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円

用
意　
薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ

　
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ

　
ル
、
筆
記
用
具

申
込　
１
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
）

☎
�
８
８
５
１

◆
古
文
書
を
楽
し
む
教
室
～
塙
保

己
一
の
足
跡
に
触
れ
る
～

日
時　
１
月
22
日
か
ら
２
月
５
日

　
ま
で
の
毎
週
金
曜
日　
全
３
回

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
藤
田
古
文
書
会

内
容　
塙
保
己
一
の
晩
年
の
日
記

　
「
上
京
日
々
記
」
な
ど
を
題
材

　
に
、
保
己
一
の
足
跡
や
当
時
の

　
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
１
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
２
月
12
日
㈮
・
19
日
㈮
・

　
３
月
４
日
㈮　
全
３
回　
午
前

　
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

講
師　
角
田　
き
み
子　
先
生　

　
（
社
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹

　
矢
協
会
上
級
公
認
指
導
員
）

内
容　
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
の
基
本

　
動
作
を
学
ぶ

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
円
（
マ
ウ
ス
ピ
ー

　
ス
代
）

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
飲
み
物

申
込　
１
月
22
日
㈮
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館　
　
☎
�
０
３
３
７

◆
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
ト
リ
ュ
フ
チ
ョ

コ
作
り
教
室

日
時　
１
月
27
日
㈬

　
①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
②
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
ど
ち
ら
か
１
回
を
選
択

講
師　
今
村　
悦
子　
先
生

内
容　
手
軽
で
美
味
し
い
ト
リ
ュ

　
フ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
る

定
員　
各
回
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用
意　
ボ
ー
ル
（
中
）、エ
プ
ロ
ン
、

　
三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
１
月
９
日
㈯
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
手
作
り
味
噌
教
室

日
時　
１
月
30
日
㈯　
午
前
９
時
～

　
11
時
30
分

講
師　
味
噌
作
り
友
の
会

内
容　
国
産
大
豆
と
手
作
り
の
麹

　
を
使
い
、
添
加
物
を
一
切
使
用

　
し
な
い
安
全
安
心
で
美
味
し
い

　
味
噌
を
作
る

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　
拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容

　
器
（
で
き
あ
が
り
５
㎏
分
）

申
込　
１
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）



育児相談・学級 会場：本庄市保健センター☎�２００３

       前原児童センター 日の出児童センター 児玉児童センター
時間：午前10時～11時

１月６日㈬ パネルシアター ふれあいうたあそび コマを作ってあそぼう※

８日㈮ コマを作ってあそぼう※ 絵本と工作
（講師：小関清美先生） 鬼ごっこあそび

13日㈬ 運動あそび お正月あそび ママサロン
（本庄子育てネット）

15日㈮ おりがみあそび 運動あそび 紙芝居
18日㈪ ふれあいうたあそび シールあそび おりがみあそび

20日㈬ 節分製作(鬼の豆いれ) 音楽 de 読み聞かせ
( にじいろえんぴつのみなさん )

親子体操
( 講師：立石明子先生 )

22日㈮ 自由あそびと 1 月生まれの誕生日カードプレゼントの日
25日㈪ 新聞紙あそび 紙芝居 マグネットシアター

27日㈬ 大型絵本と紙芝居 リトミック
(講師：小川豊子先生) シールあそび

29日㈮ お花紙あそび おえかきあそび まとあてあそび
２月１日㈪ ビニール袋であそぼう 節分製作（鬼の帽子） パネルシアター

３日㈬ ぬりえあそび ママサロン
( 本庄子育てネット )

節分製作
（牛乳パックの豆いれ）

５日㈮ 子育てサロン「ゆうゆう」
｢話して広げようママ友の輪」 おりがみあそび はないちもんめであそぼう

８日㈪ 大きな絵をかこう パネルシアター 音あそび
※６日児玉・８日前原の「コマを作ってあそぼう」は同じコマを作ります。
 ・ 子育てサロン「ゆうゆう」は子育て応援団「本庄びすけっと」のご協力をいただき開催しています。

日　程 時　間 会　場
1月12日･19日･26日の火曜日 午前10時30分～11時30分 子育て支援センター（いずみ保育所内）☎�４８９１

○｢つどいの広場」：児童センターでは、乳幼児の親子が交流する「広場」（前原つどいの広場・日の出つどい
の広場・児玉つどいの広場）を下表の講座開催日の午前９時から午後２時までの間、開放しています。
◆親子でふれあうあそびの講座なども行います。内容は下記のとおりです。（内容は変更になる場合もあります。）

○ママサロン                                                                                協力：本庄子育てネット

子育て支援のお知らせ （１月～２月上旬）
～事前申し込みは不要です～

★前原児童センター　☎�９８２０
★日の出児童センター☎�０４２０
★児玉児童センター   ☎�６８０５
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相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談

１月21日㈭・２月25日㈭
午前９時30分～11時
(15分ごとに３組ずつ実施)
※１月21日㈭は、アスピアこだま
で実施

定員あり。
各実施月の１日（１月実施分は４
日）から本庄市保健センターへ
(※電話による育児相談は随時受
け付けています｡）

母乳相談 母乳に関する相談 ２月25日㈭
午前９時30分～11時(15分ごと）

おや親タマゴ
「はじめて生活 with
ベビー」

妊娠中の生活、お風呂
の入れ方の実習など

２月27日㈯
午前９時30分～正午 定員あり（随時受付）

内　容 日　時 対　象 申　込

赤ちゃんのこころ ２月４日㈭
午前10時～11時30分

平成27年６月～８月
生まれのお子さんと
その保護者

１回ごとの参加もできます。
１月19日㈫から本庄市保健
センターへ

ママといっしょに！親子ふれあい体操 ２月10日㈬
午前10時～11時30分

赤ちゃんのからだ ２月15日㈪
午前10時～11時30分

楽しくおいしく！うきうき離乳食♪ ２月19日㈮
午前９時半～正午

○コアラクラス　　♪生後６か月～９か月児と保護者の育児講座と仲間づくり♪

新入学児童入学説明会を開催します

　４月に小学校へ入学する児童（平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれ）の保護者を対象に、
下記の通り入学説明会を実施します。

★学校教育課☎�１１４９

◆新入学児童入学説明会日程◆ ～案内通知を送付します～

　対象児童のいるご家庭には、１月中
旬に「入学通知書」及び「入学説明
会のご案内」を郵送しますので、詳
細をご確認ください。
※通知が届かない場合は、学校教育
課へお問い合わせください。

学校名 実施日 受付時間
本庄東小学校 ２月４日㈭ 午後１時50分～２時10分
本庄西小学校 １月29日㈮ 午後１時～１時15分
藤田小学校 ２月５日㈮ 午後１時～１時25分
仁手小学校 ２月４日㈭ 午後１時30分～１時40分
旭小学校 ２月５日㈮ 午後１時30分～２時
北泉小学校 ２月５日㈮ 午後１時30分～１時40分
本庄南小学校 ２月３日㈬ 午後１時30分～１時45分
中央小学校 ２月５日㈮ 午後１時20分～１時45分
児玉小学校 ２月５日㈮ 午後１時～１時20分
金屋小学校 １月29日㈮ 午後２時～２時15分
秋平小学校 ２月５日㈮ 午後１時30分～１時45分
共和小学校 １月28日㈭ 午後１時30分～１時55分

子ども医療費の登録はお済みですか？
　市では、市内に住所があり、医療保険に加入している15歳までの子どもの医療費等を支給しています。こ
の制度を利用するには、事前の登録が必要です。原則として、登録申請をした日から支給の対象となります
が、出生日や転入日の翌日から15日以内に申請すると、出生日や転入日から支給の対象となります。

【登録場所】子育て支援課（市役所２階）、市民福祉課（アスピアこだま内）
※「重度心身障害者医療費受給者証」を持っている子どもは、登録不要です。

【登録申請に必要なもの】
①子どもの健康保険証（できていなくても仮登録をしてください）
②家計の主宰者名義の通帳
※父母ともに子どもと同居し養育している場合は、原則として所得の高い人になります。
③印鑑（朱肉を使うもの）

【子ども医療費の適正化にご協力ください】
○緊急時以外は、平日昼間の診療時間内に受診しましょう。
○同じ病気で複数の医療機関を受診することは控えましょう。
○ジェネリック医薬品の使用について、医師や薬剤師に相談してみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★子育て支援課☎�１１３０、市民福祉課☎�１３３３



大腸がん、増えています

保健センターから耳寄りな健康
づくり講座のお知らせです！

　大腸がんは早期発見できれば９割以上
が治りますが、早期の段階では自覚症状
がないことが多いため、症状がない時期
に発見することが重要です。自覚症状が
なくても年に一度検診を受けましょう。
《検査の概要》
●対象　40歳以上の市内在住者
●検診方法　便潜血検査
※指定医療機関は下記窓口で確認できます。
《まずは検査キットを》
　３月18日㈮までに下記窓口で検査キッ
トをお受け取りください（土・日・休日
を除く）。
●窓口　本庄市保健センター、市民福祉
　　課（アスピアこだま内）
※無料クーポン対象者（今年度41・46・
51・56・61歳になる人）は本庄市保健セ
ンターへ電話で申し込むと、検査キット
を郵送で受け取ることが可能です。　

　正しい姿勢・バランス、体・足裏のケ
アの方法などを理学療法士が実技を交え
てご紹介します。
●日時　２月５日㈮　午後１時30分～３時
　　受付　午後１時～
●会場　シルクドーム　サブアリーナ
●講師　恒屋　昌一　氏（理学療法士）

　骨粗鬆
しょう

症予防というと「カルシウム」
を思い浮かべる人が多いと思います。日
本人のカルシウムの摂取量はすべての世
代で不足気味です。カルシウムを効率よ
く、かつ、おいしく摂るための方法をご
提案します。
●日程・会場
①２月９日㈫　本庄市保健センター
②２月16日㈫　アスピアこだま
●時間　午前９時30分～正午
　 （受付　午前９時～）

●用意　受診券又は無料クーポン券（届い
　　ていない人には窓口で交付します）
●費用　600円
※ただし、70歳以上、市民税非課税世帯、
生活保護世帯の人及び無料クーポン券対象
者は無料です。
《検査キットを受け取ったら》
　便を２日分採取して、３月31日㈭（土・
日・休日を除く）の午前中までに指定医療
機関へ提出してください。
※提出期限を過ぎた場合、受診はできませ
ん。検査キットは無効になり、料金は返金
できません。検査キットを受け取った後は
早めに指定医療機関へ提出してください。
※この検診は、年度内に１人１回のみ受診
できます。すでに５月以降に受診した人が
今年度中の受診を希望する場合、費用は全
額自己負担となります。直接医療機関へお
申し込みください。

●対象　市内在住者
●定員　50人（先着順）
●費用　無料
●用意　運動する服装、室内用運動靴、汗
　　拭き用タオル、飲み物
●申込　１月18日㈪から電話又は直接本庄
　　市保健センターへ

●対象　市内在住者
●内容　管理栄養士による講話と調理実習
●定員　20人（先着順）
●参加費　無料
●用意　エプロン、三角巾（バンダナ等で
　　可）、手拭き用タオル、筆記用具
●申込　１月20日㈬から電話又は直接本庄
　　市保健センターへ

年に一度、検診受診を。27年度の提出期限は３月末まで

はにぽんチャレンジ
自分らしく健康に！
　対象の健康づくり事業
や講座、検診などに参加
し、チャレンジポイント
をためると賞品と交換す
ることができます。
　はにぽんチャレンジで、
お得な健康づくりをしま
しょう！
対象
・20歳以上の本庄市国民
　健康保険加入者
・市内在住の埼玉県後期
　高齢者医療加入者
いますぐ
　保険課（市役所１階）
又は市民福祉課（アスピ
アこだま）へ
＊はにぽんチャレンジに
　関するお問い合わせは、
　保険課☎�１１１６へ

　　　はにぽんチャレンジ対象事業

体の歪みを解消！姿勢が変わる！！〜体・足裏のバランスとお手入れ〜

ほんぽ食堂「骨美人をめざして！カルシウムを上手にとろう」

スギ花粉症の最新治療　舌下免疫療法について
花粉症を体質から改善する唯一の治療法
　今や国民病とも言えるスギ花粉症の画期的治療法であ
る舌下免疫療法が 2014 年から保険適応となりました。
すでにマスコミで取り上げられることも多く、承知の人
も多いと思います。ここでは、概要、利点、注意点を述
べさせて頂きます。
　現在ある花粉症の薬物療法は花粉症の時期に症状を抑
えるだけで、花粉症の根本治療はできません。花粉症を
体質から治療できる唯一の方法が減感作治療と呼ばれる
方法です。これは、身体が重篤なアレルギー反応を起
こさない程度の量と濃度のスギのエキスを身体に投与、
段々と量と濃度を上げていくことで、花粉症の症状の改
善、消失をもたらす治療法です。以前は投与法が皮下注
射だけで、そのため、直接体内にスギ抗原が入るため、
血圧低下、呼吸困難等のアナフィラキシーショックを起
こす危険が付きまといました。また、開始当初は週２回
の注射を３～４か月間、医療機関に通院しなければなら
ず（ただし維持量になれば月に１回）、時間的制約が大
きいものでした。
治療方法
　舌下免疫療法は、スギ花粉から精製された液状の薬を
約１ml舌の裏面にいれ、２分間待ってから飲み込みます。
これを１日１回毎日自宅で行うため、皮下注射による方
法から比べれば、通院の回数が劇的に少なくて済み、注
射の痛みもなく、またアナフィラキシーショックのよう
な重篤の副作用を起こしにくいため安全性が高い治療法
と言えます。

治療上の注意
　注意点としては、以下のことがあげられます。
①治療開始時に12歳以上でないと保険適応になりま
　せん。
②スギ、ヒノキ花粉の飛散期にあたる１月～５月には
　開始できません。６月～11月に治療を開始します。
③治療は最低２年間、できれば４～５年間の継続治療
　が必要です。根気が必要な治療なので、薬をきちん
　と飲むことが困難な人や、とりあえずやってみると
　いうような人には向かない治療です。
④効果は約２割がほぼ完治、半分程度の人で症状が軽
　くなり、全体の８割程度で改善が認められますが、
　効果が認められない人が１～２割いるという結果が
　出ています。
⑤がん治療中の人、重症喘息をお持ちの人、近々妊娠
　を希望される人には行えません。アトピー性皮膚炎
　や食物アレルギーの強い人には行えない場合があり
　ます。高血圧で治療中の人は、薬の種類の変更が必
　要な場合があります。
⑥アナフィラキシーショックのような重篤な副作用
　は少ないですが、全くゼロではありません。副作
　用で多いのが、口腔内の痒み、口唇の腫脹等の口
　腔内症状です。
まずはお問い合わせを
　現在、医師が講習を受けて初めて使用の認可がおり
る制度となっています。実際の治療については病院、
医院にお問い合わせください。

医療メモ 本庄市児玉郡
　　　医師会広報部

１月10日㈰ へ ん み 眼 科 医 院 小 島 １ 丁 目 ☎�３７０２
１月11日㈷ 松本産婦人科医院 千代田１丁目 ☎�３３７７
１月17日㈰ 森田整形外科クリニック 小 島 ☎�１６１０
１月24日㈰ よしはら整形外科 児 玉 町 長 沖 ☎�１５７５
１月31日㈰ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎�２３１３
２月７日㈰ 上 武 病 院 小 島 ５ 丁 目 ☎�０１１１

●小児夜間初期救急診療（本庄総合病院内☎�６１１１）
　診療日　毎週火曜日（休日は除く）　午後６時～９時
　対象　中学生まで
●電話相談をご利用ください
　(相談料無料・通話料利用者負担)
・｢＃8000｣小児救急電話相談
 （ＩＰ電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは、
　　　　　　　　　　  　　☎０４８−８３３−７９１１）
 受付時間　月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
　　　　    日曜日、休日、年末年始
　　　　　　　　　　　　 午前７時～翌日午前７時
・｢＃7000｣大人救急電話相談
 （ＩＰ電話、ＰＨＳ、ダイヤル回線からは、
                                    ☎０４８−８２４−４１９９)
 受付時間　毎日　午後６時30分～10時30分

★119番は、緊急時（火災やけが人など）の受付専
用電話番号です。夜間など、時間外に診療可能な
病院については、児玉郡市広域消防本部指令課(☎
�1119）でご案内していますので、ご利用くださ
い。ただし、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）
　（本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
　　ので、確認してからお出かけください。

休 日 急 患 の 診 療

■お知らせ
医療機関で受けられる特定
健康診査・後期高齢者健康
診査の医療機関に追加があ
りました。
中村外科医院☎�６２１１
＊詳しくは本庄市保健セン
　ターへ

　　　はにぽんチャレンジ対象事業
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みんなの
けんこう
ガ イ ド
★本庄市保健センター

☎�２００３
※お問い合わせは、午前
８時30分からです。



年１回自転車の点検・整備でTSマークを更新しましょう
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市 民 相 談 （１月～２月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分～午後５時15分です。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 １月21日㈭　　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室 

  
　　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０法 律

１月６日㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬　午後１時～４時
◎２月の相談日

弁護士に
よる相談

２月３日㈬・10日㈬
午後１時～４時　定員＝各６人（先着順)

司法書士に
よる相談

２月24日㈬
午後１時～４時　定員＝６人（先着順)

労 働 法 律 ２月17日㈬　午後１時～４時
定員＝６人（先着順）

不 動 産 １月８日㈮・２月12日㈮　午後１時～４時
相談員＝宅地建物取引業協会本庄支部無料相談員

年金・労働 １月14日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士　

税 務 １月12日㈫・２月９日㈫　午後１時～４時
相談員＝税理士　

消 費 生 活

毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分
※１月13日㈬・２月１日㈪はお休みです。

市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
１月12日㈫　午後１時～４時 アスピアこだま 会議室３ 

はにぽんプラザ ☎�０８２８
１月26日㈫　午後１時～４時 はにぽんプラザ　控室

家 庭 児 童 毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時30分～午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く） 電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と
毎週月曜日（休日を除く） 午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

１月４日㈪・18日㈪・２月１日㈪　
午後１時～４時

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 毎週水曜日（休日を除く) 
午後１時～４時

※相談時間中の
ご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み １月８日㈮・22日㈮

午後１時～４時

成 年 後 見 １月12日㈫・26日㈫
午後１時～４時

※各種相談は予約制
※２月の相談予約は、１月20日㈬から受付開始       
   （先着順。受付開始日は電話予約のみ）
※同じ相談に同時に複数の申し込みはできません

　各種相談日
●法律相談　　　　　　　　　　　●行政相談             毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日　●不動産相談        　〃 第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日　●年金・労働相談 　 〃  第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  ●税務相談　          〃  第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

「TSマーク」は、
　自転車安全整備士が、点検・整備した安全な普通自転車に貼るシールです。

★環境推進課☎�１１７２
★環境産業課☎�１３３４

★環境推進課☎�１１７２

ECOガイド　

回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先
アスピアこだま駐車場 ２月７日㈰ 午前９時～11時  ハートtoハート☎�９３００

 (佐久間さんち）市役所 １月17日㈰ 午前９時～11時、午後１時～３時
本庄南公民館 １月９日㈯ 午前９時～11時  佐久間さんち　☎�９３００
就労継続支援Ｂ型事業所

「佐久間さんち」（本庄高校北側） １月20日㈬ 随時受付  ポノポノ　　　☎�２１９５

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

 集団資源回収予定表　　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

ごみ収集車での火災が多発しています
　中身が残ったままの使い捨てライターやスプレー缶が捨てられると、収集車の中で圧縮されてガスが漏れ、金
属の接触等で発生する火花に引火し、火災の原因となります。
　ライターはガスを抜き『可燃ごみ』に、スプレー缶は穴をあけ、金属部分を『資源ごみ』に
出してください。

小型家電の宅配便回収を開始しました

　12月17日、市は小型家電リサイクル法認定事業者の
リネットジャパン㈱と「小型家電宅配便回収の連携に
関する協定」を結びました。
　これにより、これまで行われていたボックス回収と
イベント回収に加え、インターネットでリネットジャ
パン㈱へ小型家電の宅配便回収を依頼できるようにな
りました。

対象品目　パソコン、小型家電全般（家電リサイクル法対象品目、石油ストーブ、電池などは対象外）
※３辺の合計が140cm以下のダンボール箱に重量20kg以下となるように詰めてください。
※パソコンに含まれる個人情報などは、送付する前に消去してください。なお、リネットジャパン㈱では、
申し込み完了後にデータ消去ソフトをダウンロードできるほか、有料でデータを消去するサービスも行って
います。
利用料金　一箱につき、880円（税別）※パソコンが含まれる場合は無料

回収品目に
パソコンが含まれて

いれば 無料！

○TSマークの有効期限は、点検整備の日から１年間です。年１回点検整備を行
　ない、TSマークを更新しましょう。
○TSマークには、傷害保険と賠償責任保険が付いています（付帯保険）。
○自転車の点検・整備を受ける料金で、自転車を購入した店以外でも、TSマー
　クを貼ることができます。

※本庄市は11月末時点　人口１千人当たりの人身事故発生件数は5.41件で県内ワースト２位。

申込・詳細は
こちらから http://www.renet.jp
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スマホで
広報を読もう！

１月　元旦マラソン

３月
追尾式太陽光発電システム設置

９月　市長×高校生　座談会

４月　若泉第１テニスコート
　　　　　　　　　　　人工芝化

６月　児玉児童センター
　　　（アスピアこだま内）オープン

７月　塙保己一記念館
　　　　リニューアルオープン

11
月
　
は
に
ぽ
ん
ラ
ッ
ピ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ス
タ
ン
ク

12
月
　
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

５月　はにぽんプラザ
　　　　オープニングイベント

２月
第９回本庄市中学生まちづくり議会

８月　六高祭

10月　本庄市合併10周年記念花火大会

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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